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今号の主な記事

平成 27年度下半期の
　　　　　　　財政状況を公表  ……2面
スイーツウォーキング参加店募集  …3面
国民健康保険からのお知らせ  ………4面
後期高齢者医療保険からのお知らせ  …5面
病児・病後児保育お迎えサービス  …6面
情報マップ・児童館だより  ……8・9面

〈人口と世帯 / 28.6.1現在〉

前月比内外国人
住 民 数

住 民 基本台帳
（外国人住民数を含む）

増減なし（　402人）42,502人男
17人減（　681人）43,529人女
17人減（1,083人）86,031人計

38,221世帯世帯
5月の出生者数（外国人住民数を含む）男27人  女28人

と
保
護
者
１
人
）

▽
見
学
場
所　

㈱
イ
ワ
コ
ー

（
埼
玉
県
八
潮
市
）・
小
原
歯
車

工
業
㈱
（
埼
玉
県
川
口
市
）

▽
交
通　

市
委
託
バ
ス
使
用

▽
参
加
費　

無
料
（
昼
食
代
は

自
己
負
担
で
す
）

▽
昼
食　

イ
オ
ン
モ
ー
ル
川
口

前
川
に
て
自
由
昼
食

▽
申
込
み　

往
復
は
が
き
に
住

所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）・
年
齢

（
大
人
、
子
ど
も
共
に
必
要
）・

電
話
番
号
・
夏
休
み
親
子
工
場

見
学
会
参
加
希
望
と
記
入
し
、

市
民
生
活
課
（
〒　
　

東
大
和

２０７-
８５８５

市
中
央
３
―　

）
ま
で
郵
送
し

９３０

て
く
だ
さ
い
（
記
入
漏

れ
や
３
人
以
上
の
申
込

み
は
無
効
）。

※
応
募
者
多
数
の
場
合

は
、
前
年
に
参
加
さ
れ

て
い
な
い
方
を
優
先
の

う
え
、
抽
選
し
ま
す
。

電
話
受
付
は
行
い
ま
せ

ん
。
複
数
枚
で
の
申
込

み
は
、
無
効
で
す

▽
申
込
期
限　

７
月　
２２

日
貊
必
着

▽
問
合
せ　

市
民
生
活

課
・
内
線
１
７
１
５
ま
で
。

■
親
と
子
の
見
学
会
〜
葛
西
臨

海
水
族
園
の
見
学
会

　

施
設
見
学
を
通
し
て
、
環
境

に
つ
い
て
学
び
ま
せ
ん
か
。

　

武
蔵
村
山
市
、
東
村
山
市
、

清
瀬
市
、
東
大
和
市
の
４
市
合

同
事
業
と
し
て
実
施
し
ま
す
。

▽
対
象　

市
内
在
住
の
小
学
生

と
そ
の
保
護
者

▽
実
施
日　

７
月　

日
貉
（
雨

２７

天
決
行
）

▽
集
合
・
解
散　

東
大
和
市
役

所
北
側
玄
関
前
に
午
前
８
時
集

合
、
午
後
５
時
解
散
予
定

▽
見
学
先　

「
鐚
西
臨
海
水
族

園
」（
東
京
都
江
戸
川
区
）

▽
定
員　

小
学
生
と
そ
の
保
護

者
計　

人
（
申
込
順
）

２５

▽
参
加
費　

無
料

▽
持
ち
物　

水
筒
、
昼
食
、
雨

具
等

▽
交
通　

市
委
託
バ
ス
を
使
用

▽
申
込
み　

７
月
８
日
貊
ま
で

に
、
環
境
課
・
内
線
１
２
７
２

へ
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

■
消
費
者
見
学
会
〜
夏
休
み
親

子
工
場
見
学
会

　

子
ど
も
達
に
身
近
な
消
し
ゴ

ム
工
場
や
歯
車
工
場
の
見
学
を

通
じ
て
、
親
子
で
楽
し
み
な
が

ら
消
費
生
活
に
つ
い
て
考
え
て

み
ま
せ
ん
か
。

　

当
日
は
、
歩
き
や
す
い
靴
で

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
対
象　

市
内
在
住
の
小
学
生

と
そ
の
保
護
者

▽
期
日　

８
月
９
日
貂

▽
集
合　

午
前
８
時　

分：

市

１５

役
所
北
側
玄
関
前
（
午
後
４
時

　

分
解
散
予
定
）

３０▽
定
員　
　

組
（
小
学
生
１
人

２０ 夏
休
み
の
見
学
会
 

ー
ト
ル
の
ビ
ニ
ー
ル
プ
ー
ル
で

も
お
ぼ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
小
さ
い
子
ど
も
と
一
緒
に

水
遊
び
を
す
る
際
は
、
次
の
こ

と
に
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

①
子
ど
も
か
ら
目
を
離
さ
ず
、

必
ず
大
人
が
付
き
添
っ
て
遊
び

ま
し
ょ
う
。

②
飲
酒
後
や
体
調
不
良
時
に
遊

泳
す
る
の
は
止
め
ま
し
ょ
う
。

③
荒
天
時
や
天
気
不
良
が
予
測

さ
れ
る
場
合
は
、
遊
泳
や
川
岸

等
で
の
レ
ジ
ャ
ー
を
中
止
し
ま

し
ょ
う
。

④
海
や
河
川
で
は
、
ラ
イ
フ
ジ

ャ
ケ
ッ
ト
を
着
用
す
る
等
、
事

故
の
未
然
防
止
に
努
め
ま
し
ょ

う
。

▽
問
合
せ　

北
多
摩
西
部
消
防

署
�　

―　

―
０
１
１
９
へ
。

０４２

５６５

　

暑
い
季
節
を
迎
え
る
と
、
河

川
や
プ
ー
ル
等
の
水
辺
の
レ
ジ

ャ
ー
に
行
く
機
会
が
多
く
な
り
、

水
の
事
故
が
増
加
し
ま
す
。
乳

幼
児
で
は
、
深
さ
数
セ
ン
チ
メ

水
の
事
故
を 

防
ぎ
ま
し
ょ
う 

消
防
署
か
ら
の
お
知
ら
せ 

【サービス】
○ビート板・プルブイの無料貸出を実施します（個
数制限あり）。

○25mを自分のペースで泳ぎたい方のために、
「完泳コース」を設置します。
○スタンプを集めよう！：1回の利用ごとにスタ
ンプを1個押印してスタンプ20個で入場料が
1回無料になります。
【イベント】
○ビンゴ大会：休憩時間内に、数字を3つ引き、ロ
ッカーの番号と一致すると大当たりとなり、ド
リンク等が当たります。

　

プ
ー
ル
に
は
、
幼
児
用
・
流
水
・
ス

ラ
イ
ダ
ー
・　

ｍ
の
４
種
類
が
あ
り
、

２５

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
む
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▽
期
間　

７
月
９
日
貍
〜
８
月　

日
貉

３１

※
７
月
９
日
貍
は
無
料
開
放
日
で
す
。

▽
時
間　

午
前　

時
〜
午
後
６
時
（
７

１０

月　

日
豺
〜　

日
貊
は
午
後
１
時　

分

１１

１５

３０

〜
６
時
。
入
場
は
と
も
に
午
後
５
時
ま

で
）

▽
場
所　

東
大
和
市
ロ
ン
ド
み
ん
な
の
体

育
館
北
側
（
桜
が
丘
２
―　

―　

）

１６７

１３

▽
入
場
方
法　

入
口
の
自
動
券
売
機
で
利

用
券
を
お
買
い
求
め
く
だ
さ
い
。

▽
利
用
料
金

�
基
本
料
金（
２
時
間
以
内
） 

：

大
人　

円
、

３００

中
学
生　

円
、
小
学
生　

円

１００

５０

�
超
過
料
金（
１
時
間
に
つ
き
）：

大
人

　

円
、
中
学
生　

円
、
小
学
生　

円

１５０

５０

３０

※
幼
児
は
無
料
で
す
。

▽
主
な
使
用
上
の
注
意

①
専
用
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

自
動
車
で
の
ご
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ

い
（
身
体
障
害
者
本
人
が
運
転
又
は
同

乗
す
る
場
合
は
除
き
ま
す
）。

②
プ
ー
ル
サ
イ
ド
で
の
水
分
補
給
は
ペ

ッ
ト
ボ
ト
ル
等
の 
蓋 
付
き
に
限
り
ま
す

ふ
た

（
ア
ル
コ
ー
ル
類
の
持
込
み
は
不
可
）。

③
就
学
前
の
幼
児
の
利
用
は
、
中
学
生

以
上
で
水
着
着
用
の
付
添
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
付
添
者
も
入
水
が
必
要
で
す
。

④
オ
ム
ツ
が
取
れ
て
い
な
い
、
ま
た
オ

ム
ツ
（
水
遊
び
用
オ
ム
ツ
を
含
む
）
を

し
た
ま
ま
で
の
遊
泳
は
で
き
ま
せ
ん
。

⑤
飛
込
み
や
潜
水
等
の
危
険
な
行
為
や
、

他
の
利
用
者
の
迷
惑
と
な
る
行
為
は
禁

止
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

⑥
プ
ー
ル
水
槽
内
で
の
メ
ガ
ネ
や
ア
ク

セ
サ
リ
ー
類
の
着
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

▽
管
理
運
営
者　

ロ
ン
ド
・
ス
ポ
ー

ツ
ジ
ェ
イ
レ
ッ
ク
共
同
事
業
体

▽
問
合
せ　

社
会
教
育
課
・
内
線
１
５

５
２
、
プ
ー
ル
開
催
期
間
中
は
東
大
和

市
ロ
ン
ド
み
ん
な
の
プ
ー
ル
�　

―　
０４２

５６５

―
０
０
６
１
へ
。

平成 28年熊本地震災害義援金の受付 市民センター、公民館、中央図書館、市民課での受付は終了しました。今後は、郵便局での振込み（手
数料無料）、福祉推進課（市役所 2階）の募金箱までお願いします／問合せ　福祉推進課・内線 1131 まで

▲工場見学会の様子
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■
予
算
の
執
行
状
況

　

一
般
会
計
と
５
つ
の
特
別
会

計
の
平
成　

年
３
月　

日
現
在

２８

３１

の
予
算
執
行
状
況
は
、
表
１
の

と
お
り
で
す
。

　

各
会
計
と
も
出
納
整
理
期
間

（
４
・
５
月
の
２
か
月
間
）
に

お
い
て
、
一
部
の
収
入
と
支
出

が
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
の
出
納

整
理
期
間
の
終
了
後
に
平
成　
２７

年
度
の
決
算
と
な
り
ま
す
。
決

算
の
内
容
は
、　

月
の
市
報
で

１１

お
知
ら
せ
す
る
予
定
で
す
。

【
一
般
会
計
】
平
成　

年
度
上

２７

半
期
の
一
般
会
計
予
算
額
（
当

初
予
算
額
に
補
正
予
算
額
及
び

平
成　

年
度
繰
越
事
業
費
を
加

２６

え
た
額
）は
、
三
二
二
億
一
、
三

〇
四
万
九
、〇
〇
〇
円
で
し
た
。

　

下
半
期
に
は
、
民
間
保
育
園

運
営
委
託
・
補
助
事
業
費
や
国

の
補
正
予
算
に
伴
う
地
方
創
生

加
速
化
交
付
金
の
活
用
に
係
る

経
費
等
を
増
額
補
正
し
た
ほ
か
、

事
業
完
了
な
ど
に
伴
う
不
用
額

を
減
額
す
る
補
正
予
算
を
組
み

ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
を
含
め
た
最
終
的
な

予
算
現
額
は
、三
二
一
億
一
、七

三
九
万
五
、
〇
〇
〇
円
で
、
前

年
度
同
期
に
比
べ
一
四
億
三
、

二
二
四
万
五
、
〇
〇
〇
円
の
増

と
な
り
ま
し
た
。
歳
入
・
歳
出

別
の
執
行
状
況
は
、
表
２
の
と

お
り
で
す
。

【
特
別
会
計
】
各
特
別
会
計
の

執
行
状
況
は
、
表
１
の
と
お
り

で
、
そ
れ
ぞ
れ
事
業
目
的
の
達

成
に
努
め
ま
し
た
。

■
負
担
と
支
出
の
状
況

　

一
般
会
計
予
算
に
お
け
る
負

担
額（
市
税
）と
支
出
額（
サ
ー

ビ
ス
）
の
状
況
は
、
表
３
の
と

お
り
で
す
。

　

下
半
期
ま
で
の
市
税
収
入
額

を
市
の
人
口
（
住
民
基
本
台
帳

に
よ
る
）
で
割
る
と
、
一
人
当

た
り
の
負
担
額
は
一
四
万
三
、

一
二
一
円
と
な
り
、
こ
れ
に
対

し
、
福
祉
や
教
育
な
ど
の
支
出

額
を
一
人
当
た
り
の
還
元
額
に

す
る
と
、
三
三
万
三
、
五
六
四

円
と
な
り
ま
す
。
な
お
、
負
担

額
と
支
出
額
の
差
は
、
地
方
交

付
税
や
国
・
都
補
助
金
等
で
す
。

■
市
債
（
借
入
金
）
の
状
況

　

市
債
（
借
入
金
）
の
状
況
は
、

平
成
２７
年
度
 

　
下
半
期
の
財
政
状
況
を
公
表
 

平
成
２７
年
１０
月
〜
平
成
２８
年
3
月
 

　

市
で
は
、
市
で
行
う
事
務
や

事
業
に
つ
い
て
、
担
当
課
に
よ

る
行
政
評
価（
自
己
評
価
）を
行

っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
自
己
評
価
に
加
え
、
市

民
の
目
線
か
ら
ご
意
見
を
い
た

だ
く
た
め
、
あ
ら
か
じ
め
選
任

さ
れ
た
市
民
が
参
加
し
た
外
部

評
価
会
議
を
次
の
と
お
り
開
催

し
ま
す
。

行
政
評
価 

外
部
評
価
会
議 

▽
対
象
事
業　

左
表
参
照

▽
日
時　

７
月　

日
貅
午
後
１

２１

時　

分
か
ら
、
７
月　

日
貂
・

３０

２６

　

日
貉
・
８
月
２
日
貂
・
４
日

２７貅
午
後
１
時　

分
か
ら

１５

▽
場
所　

中
央
公
民
館

▽
傍
聴
者
の
定
員　
　

人
（
当

１０

日
先
着
順
）

▽
手
話
通
訳　

希
望
す
る
方
は
、

７
月
６
日
貉
ま
で
に
行
政
管
理

課
（
フ
ァ
ク
ス　

―　

―
５
９

０４２

５６３

３
２
）
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

行
政
管
理
課
・
内

線
１
４
４
１
ま
で
。

表
４
の
と
お
り
で
す
。

　

３
月　

日
現
在
の
市
債
残
高

３１

は
、
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
新
築

事
業
債
の
借
入
等
に
よ
り
、
前

年
度
同
期
に
比
べ
、約
一
億
七
、

〇
三
三
円
の
増
と
な
っ
て
い
ま

す
。
出
納
整
理
期
間
に
下
水
道

事
業
債
等
の
借
り
入
れ
を
行
い
、

期
間
終
了
後
の
平
成　

年
度
末

２７

の
市
債
残
高
は
、
前
年
度
末
に

比
べ
、
一
億
三
、
五
八
三
万
円

の
増
と
な
る
見
込
み
で
す
。

■
一
時
借
入
金
の
状
況

　

支
払
い
の
際
に
一
時
的
に
現

金
が
不
足
す
る
場
合
、
市
で
は

短
期
的
に
銀
行
等
か
ら
借
り
入

れ
を
し
て
い
ま
す
。
平
成　

年
２８

３
月　

日
現
在
、
一
般
会
計
は

３１

　

億
円
を
借
り
入
れ
て
い
ま
す
。

１３■
市
の
財
産

　

市
の
財
産
（
土
地
・
建
物
）

は
、
表
５
の
と
お
り
で
す
。

▽
問
合
せ　

財
政
課
・
内
線
１

４
３
１
ま
で
。

　

ま
た
、
家
屋
の
取
り
壊
し
を

し
た
場
合
も
、
次
年
度
か
ら
課

税
を
し
な
い
た
め
の
処
理
が
必

要
と
な
り
ま
す
の
で
、
あ
わ
せ

て
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
問
合
せ　

課
税
課
・
内
線
１

０
５
９
ま
で
。

■
固
定
資
産
（
土
地
）
の
現
況

調
査
を
行
っ
て
い
ま
す

　

市
で
は
、
地
方
税
法
に
基
づ

き
、
土
地
の
利
用
状
況
に
つ
い

て
、
毎
年
現
況
調
査
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
土
地
の

現
況
確
認
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
の

税
額
を
算
出
す
る
た
め
に
必
要

な
調
査
で
す
。
調
査
は
、
身
分

証
明
証
を
携
行
し
た
市
職
員
が

随
時
行
っ
て
い
ま
す
。
ご
理
解

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
問
合
せ　

課
税
課
・
内
線
１

０
５
７
ま
で
。

■
家
屋
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ

い
　

平
成　

年
１
月
２
日
か
ら
平

２８

成　

年
１
月
１
日
ま
で
に
新
築

２９
ま
た
は
増
築
さ
れ
た
家
屋
は
、

平
成　

年
度
か
ら
固
定
資
産
税

２９

と
都
市
計
画
税
が
課
税
さ
れ
ま

す
。こ
の
た
め
市
で
は
、課
税
の

基
礎
と
な
る
家
屋
の
評
価
額
を

算
出
す
る
た
め
の
調
査
を
現
在

行
っ
て
い
ま
す
。
対
象
と
な
る

家
屋
に
は
、市
の
職
員
が
伺
い
、

家
屋
の
床
面
積
や
内
部
・
外
部

の
使
用
資
材
・
仕
上
げ
な
ど
を

調
査
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

対
象
と
な
る
家
屋
を
お
持
ち
の

方
は
、
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま

す
。
調
査
の
日
程
や
時
間
に
つ

い
て
は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

税
　 

　  

金 

忘れていませんか？市税等の納付 市・都民税（第 1期）は、納期限（6月 30日）が過ぎています。納付がお済みでない場合
は、至急納付をお願いします／問合せ　納税課・内線 1041 まで

対象事業

�庁用自動車管理事業
�東大和市グルメコンテスト“う
まかんべぇ～祭”
�青少年対策地区委員会活動費
�自治会補助金交付事業
�男女共同参画推進事業
�シルバー人材センター運営・補
助事業
�ふれあいのまちづくり事業費
補助金交付事務
�高齢者見守りぼっくす事業
�老人クラブ育成事業
�特定不妊治療費助成事業
�昭和病院企業団事務
�廃棄物中間処理事業
�宿泊施設使用料負担軽減事業
�小・中学校就学援助費支給事業
�学校図書館指導員配置事業
�中学校外国語指導助手配置事業
�中学校部活動大会参加費等補
助金事業

※評価日程は、市のホームページ
で確認ください。

表 5　市の財産
（平成 28年 3月 31日現在）

内　容面　積区　分

小学校、中
学校、学校
給食センタ
ー、公園、
庁舎など

524,581㎡土 地

141,244㎡建 物
（延面積）

表 2　一般会計予算の歳入・歳出別の執行状況（下半期）
（平成 27年 10月～平成 28年 3月）

［歳入］
収入率収入済額予算現額科　目　の　内　容科　目

％億       万 千円億       万 千円

42.952 2801 9121 9097 2市民税、固定資産税、都市計画税など市　　税

48.829 0007 359 4280 9国からの負担金、補助金など国庫支出金

66.528 4349 142 7678 6東京都からの負担金、補助金など都支出金

84.817 7987 720 9787 7
公共事業等の資金調達のための借入金、
国の地方財政対策として財源の不足を
補うための借入金（臨時財政対策債）

市 債

31.96 0182 818 8634 4行政サービス水準の均衡化などのため
に国から交付されるもの地方交付税

0.0012 1446 7前年度からの繰越金繰 越 金

59.226 6812 245 0814 0地方譲与税、基金（貯金）のとりくず
しなどそ の 他

49.9160 2141 0321 1739 5合　計

［歳出］
執行率支出済額予算現額科　目　の　内　容科　目

％億       万 千円億       万 千円　

59.397 2743 1164 0974 6高齢者や障害者、児童などの福祉民 生 費

39.715 2734 438 4756 2学校や図書館の管理・運営など教 育 費

38.912 6133 632 4647 0市役所の管理・運営、地域活動など総 務 費

48.511 6882 924 0904 5保健衛生や疾病予防、ごみ処理など衛 生 費

58.810 1316 917 2186 4道路や公園の管理、都市計画道路の整
備など土 木 費

57.89 0313 815 6319 9市債（借入金）の返済公 債 費

66.519 4115 729 1950 9議会運営、消防・防災、農業・商工振
興などそ の 他

54.6175 4240 4321 1739 5合　計

表 1　一般会計及び特別会計の予算執行状況（下半期）
（平成 28年 3月 31日現在）

上・下半期下半期下半期下 半 期下 半 期予 算 現 額区分

（27年4月～28年3月）執行率収入率支 出 済 額収 入 済 額

執行率収入率×１００×１００   会計名

％％％％億       万 千円億       万 千円億       万 千円
一 般 会 計

89.497.354.649.9175 4240 4160 2141 0321 1739 5

90.990.850.354.956 1840 561 3054 8111 6690 6国民健康　
　保険事業

特　
別　
会　
計

90.587.948.667.310 6534 414 7369 021 9015 1下水道事業

56.197.839.655.05718 07939 21 4430 7土地区画　
　整理事業

82.891.147.753.627 7075 631 1692 958 1441 0介護保険事業

97.498.865.476.611 7364 013 7481 817 9422 5後期高齢者
　　　医療

89.294.953.053.0282 2772 9281 9678 7532 2739 4合　計

表 4　市債（借入金）の状況
（平成 28年 3月 31日現在）

構成比残　　高区　　　分

％億　　　万 千円

63.8189 9406 0一　 般　 会　 計

36.2107 6938 3下水道事業特別会計

100.0297 6344 3合　     　　　　計

表 3
市税負担額と支出額（サービス）の状況

（平成 28年 3月 31日現在）

市民一人当たり一世帯当たり区　　分

 万         円 万         円

14 3,12132 3,187市税負担額

33 3,56475 3,234支出額（サービス）

18 0,21240 6,944民 生 費
支
出
額（
サ
ー
ビ
ス
）の
内
訳

3 4,0797 6,955教 育 費

2 8,3096 3,926総 務 費

2 4,4115 5,124衛 生 費

1 7,9564 0,546公 債 費

1 6,1083 6,374土 木 費

3 2,4897 3,365そ の 他
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2 0 1 6 ・ 7 ・ 1

▽
場
所　

中
央
公
民
館

▽
定
員　
　

組
（
申
込
順
）

１５

▽
講
師　

伊
藤
良
雄
氏
（「
中
華

料
理　

空
龍
」
店
長
）

▽
費
用　

大
人　

円
、
子
ど
も

５００

　

円
（
当
日
集
金
）

３００▽
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角

布
、
タ
オ
ル
、
飲
み
物

▽
一
時
保
育　

１
歳
以
上
の
未

就
学
児
、
定
員
６
人
（
申
込

順
）。
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

▽
手
話
通
訳　

フ
ァ
ク
ス
（　
０４２

―　

―
５
９
３
１
）
ま
た
は
市

５６３
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
第
２
回
男

女
共
同
参
画
講
座
の
ペ
ー
ジ
）

か
ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
保
育
・
手
話
通
訳
申
込
期
限

７
月　

日
貂

１２

▽
申
込
方
法　

７
月　

日
貅
ま

２１

で
に
電
話
ま
た
は
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（
第
２
回
男
女
共
同
参

画
講
座
の
ペ
ー
ジ
）
か
ら
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

市
民
生
活
課
・
内

線
１
７
１
５
ま
で
。

�

ま
で
。
な
お
、
報
酬
及
び
謝
礼

等
の
支
給
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▽
活
動
内
容　

①
事
業
の
企
画
、

運
営
に
関
す
る
こ
と
②
東
大
和

市
の
様
々
な
魅
力
を
市
内
外
へ

発
信
す
る
こ
と

※
実
行
委
員
会
を
イ
ベ
ン
ト
開

催
の
前
後
に
、
２
回
程
度
開
催

す
る
予
定
で
す
。

【
事
業
説
明
会
】

　

参
加
を
検
討
さ
れ
て
い
る
方

を
対
象
に
事
業
説
明
会
を
行
い

ま
す
。
少
し
で
も
関
心
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。
事
前
申
込
は
不
要

で
す
。

▽
開
催
日
時　

７
月　

日
貂
午

１２

舗
、
商
品
の
Ｐ
Ｒ
を
行
う
こ
と

が
出
来
る
方

②
平
日
の
夜
間
に
開
催
さ
れ
る

会
議
に
出
席
で
き
る
方

▽
募
集
店
舗
数　
　

店
舗
程
度

２０

▽
応
募
期
限　

７
月　

日
貂

１９

▽
応
募
方
法　

募
集
要
項
を
ご

確
認
の
う
え
、
応
募
用
紙
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
産
業
振
興

課
（
市
役
所
１
階
）
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

※
応
募
用
紙
は
、
産
業
振
興
課

の
窓
口
で
配
布
、
ま
た
は
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
で
き
ま
す
。

▽
活
動
期
間　

平
成　

年
７
月

２８

上
旬
か
ら
平
成　

年
１
月
下
旬

２９

　

ひ
が
し
や
ま
と
ス
イ
ー
ツ
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
は
、
市
内
の
ス
イ

ー
ツ
取
扱
店
自
慢
の
一
品
を
食

べ
歩
き
す
る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
イ

ベ
ン
ト
で
す
。
イ
ベ
ン
ト
開
催

に
あ
た
り
、
参
加
店
舗
（
実
行

委
員
）
と
し
て
事
業
の
企
画
及

び
運
営
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る

ス
イ
ー
ツ（
和
洋
菓
子
パ
ン
等
）

取
扱
店
を
次
の
と
お
り
募
集
し

ま
す
。
飲
食
店
等
で
ス
イ
ー
ツ

を
販
売
し
て
い
る
お
店
も
大
歓

迎
で
す
。
ぜ
ひ
、
お
店
の
魅
力

を
Ｐ
Ｒ
し
ま
せ
ん
か
。

▽
応
募
資
格　

ス
イ
ー
ツ
を
取

扱
っ
て
い
る
個
店
で
次
の
条
件

を
満
た
す
方

①
当
日
の
イ
ベ
ン
ト
運
営
〔
試

食
品
（　

食
以
上
）
の
提
供
と

３００

ス
タ
ン
プ
の
押
印
等
〕
及
び
店

■
も
う
す
ぐ
マ
マ
の
プ
ラ
ネ
タ

リ
ウ
ム
（
事
前
申
込
不
要
）

　

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
で
満
天
の

星
空
の
下
、
音
楽
を
聴
き
な
が

ら
の
ん
び
り
と
し
た
ひ
と
時
を

お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。
星
の
話

や
絵
本
の
朗
読
も
お
楽
し
み
い

た
だ
き
ま
す
。
出
産
を
控
え
た

方
の
た
め
の
投
影
で
す
が
、
付

添
い
の
方
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

　

市
で
は
、
市
民
の
多
様
な
学

習
活
動
を
支
援
し
、
豊
か
な
地

域
社
会
を
つ
く
る
た
め
、
東
大

和
市
生
涯
学
習
人
材
バ
ン
ク
制

度
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
生
涯

学
習
人
材
バ
ン
ク
制
度
と
は
生

涯
学
習
の
講
座
を
開
く
た
め
に

講
師
を
探
し
て
い
る
市
民
の
皆

さ
ん
に
、
登
録
講
師
を
紹
介
す

る
も
の
で
す
。

　

こ
の
た
び
、
人
材
バ
ン
ク
登

録
者
に
よ
る
体
験
講
座
を
下
表

の
と
お
り
実
施
し
ま
す
の
で
、

講
座
内
容
に
関
心
の
あ
る
方
は
、

奮
っ
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
人
材
バ
ン
ク
へ
の
登
録
は
、

随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

▽
申
込
み　

社
会
教
育
課
・
内

線
１
５
５
３
ま
で
。

生涯学習 
　人材バンク制度 

参
加
店
募
集 

及
び
展
示
資
料
に
つ
い
て
、
文

化
財
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん

が
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
ま
す
。

ど
う
ぞ
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　

7
月　

日
豸
、
8
月

１０

　

日
豸
、
9
月　

日
豸
、
い
ず

１４

１１

れ
も
午
後
1
時
〜
4
時

▽
場
所　

旧
日
立
航
空
機
㈱
変

電
所
（
都
立
東
大
和
南
公
園
内
）

▽
問
合
せ　

郷
土
博
物
館
�　
０４２

―　

―
4
8
0
0
ま
で
。

５６７

　

戦
争
遺
跡
「
旧
日
立
航
空
機

㈱
変
電
所
」
を
、
毎
月
第
2
日

曜
日
に
公
開
し
て
い
ま
す
。

　

銃
撃
に
よ
り
被
災
し
た
建
物

▽
日
時　

７
月　

日
貉
午
前　

１３

１１

時
か
ら　

分
程
度

５０

▽
場
所　

郷
土
博
物
館
プ
ラ
ネ

タ
リ
ウ
ム

▽
観
覧
料　

大
人　

円
（
幼
児

２００

は
無
料
）

■
自
然
観
察
会
「
薬
草
観
察
会
」

（
事
前
申
込
制
）

　

薬
用
植
物
を
中
心
に
ヤ
マ
ユ

リ
な
ど
の
観
察
を
楽
し
み
ま
す
。

旧
日
立
航
空
機
㈱ 

　
　

変
電
所
の
公
開 

郷
土
博
物
館
か
ら
の
お
知
ら
せ
 

後
半
は
薬
草
茶
の
試
飲
を
し
な

が
ら
、
い
ろ
い
ろ
な
ユ
リ
に
つ

い
て
の
お
話
を
伺
い
ま
す
。

▽
日
時
・
集
合
場
所　

７
月　
１６

日
貍
午
前
９
時　

分
・
郷
土
博

３０

物
館
会
議
室
集
合

▽
場
所　

市
立
狭
山
緑
地

▽
講
師　

鈴
木
幸
子
氏
（
元
薬

用
植
物
園
職
員
）

▽
持
ち
物　

筆
記
用
具

�
以
上
の
申
込
み
・
問
合
せ
は
、

郷
土
博
物
館
�　

│　

│
４
８

０４２

５６７

０
０
ま
で
。

　

「
ご
ま
だ
れ
つ
け
麺
」
と「
杏

仁
豆
腐
」
を
作
っ
て
、食
べ
て
、

親
子
で
暑
さ
を
吹
き
飛
ば
そ

う
！
！

▽
対
象　

市
内
在
住
の
小
学
生

と
そ
の
保
護
者
（
父
と
子
）

▽
日
時　

７
月　

日
豸
午
前　

２４

１０

時
〜
正
午

後
７
時　

分
か
ら

３０

▽
場
所　

中
央
公
民
館　

▽
問
合
せ　

産
業
振
興
課
・
内

線
１
０
７
５
ま
で
。

平成 28年度　体験講座実施予定表

講座名／定員／講師／内容／申込期限日時・場所

美脚入門～健康美脚でキレイ！軽やか！ハッピーウォーク～／20人／清本京子氏／正しい
知識とちょっとした生活習慣で健康美脚を目指してみませんか？／7月26日貂

中央公民館
午前10時
　～正午

7
月　

日
貊

29

「座右の銘」に書道の顔がある～人との絆が上手になる～／15人/大谷輝彦氏／今回の書道
講座は、皆様のアート感覚を生かして、読み、楽しめる書の体験になります。基本的な白と
黒で織り成すシンプルな形の美。自分との対話を大切にして作品作りをしましょう／7月
26日貂
オリジナルアロマ石けんを作りましょう～アロマテラピーで楽しいバスタイムを演出～／
10人／押井裕美子氏／無香料、無着色の石けん基材に好きな香りのエッセンシャルオイル
を加えてオリジナルの石けんを作ります。【費用負担有】／7月14日貅
和太鼓体験～シニアからはじめる和太鼓～／10人／井藤智臣氏／体ほぐしのストレッチか
らはじめ、基本打ちや様々なリズム練習などいろいろな太鼓体験をすることができる講座
です／7月26日貂

狭山公民館
午前10時
　～正午

アドラー心理学に基づく子育て講座～叱らない・ほめない・勇気づけの子育て～／14人／
徳永知佐氏／アドラー心理学に基づいた、子どもが自分の力で考え行動できるよう援助す
る子育ての方法について学びます。叱らない・ほめない・勇気づけによる子育ての方法をお
伝えします／7月26日貂

中央公民館
午後2時
　～4時

バイオリン入門講座（ビオラ・チェロ可）～たのしいバイオリン練習～／10人／鎌田浩史
氏／音符や休符などの説明のほか音の出し方、リズムの取り方を実践を通して体験できる
講座です。音楽のある暮らしを楽しんでみませんか。【費用負担有】／7月26日貂

中央公民館
午前10時
　～正午7

月　

日
貍

30

カリグラフィー（西洋書道）～手描き文字で飾るインテリア～／10人／佐川由香里氏／カ
リグラフィーは「美しい手描き文字」という意味を持ちます。フォトフレーム大の厚紙に
カリグラフィーと季節を感じるデコレーションでウェルカムプレートを制作します。
【費用負担有】／7月26日貂
盆栽、山野草を気軽に楽しむ～植物よもやま話と園芸相談～／20人/山本百起男氏／盆栽や
山野草の栽培について学ぶことができる講座です。園芸相談で、庭木・鉢植えのお悩みを
解決しませんか。現物持参も歓迎です／7月26日貂
社交ダンス／20人／安藤闍視氏／初心者・高齢者にも楽しくすぐに踊れるダンスをレッス
ンします。希望者には中級・上級レッスンも実施／7月26日貂
やさしい太極拳～運動不足になりがちな中高年の皆様、一緒にはじめませんか～／20人／
山本百起男氏／初心者を対象にした24式太極拳の講座です。ゆったりした動きで体をほぐ
し、怪我の防止や腰痛、肩こりにも効果抜群です／7月26日貂中央公民館

午後2時
　～4時 風景スケッチの描き方～素描から水彩絵具で彩色する方法まで～／8人／澤田要一氏／水彩

による風景スケッチの講座です。実際に外に出て、水彩で風景を描きます。講師に基本か
ら教えてもらうことができる入門コースです。【費用負担有】／7月22日貊
作ろうアロマで虫よけスプレー～親子・子供のみの参加もOK～／15人／中川清美氏／自然
素材アロマ（エッセンシャルオイル）を使って虫よけスプレーを作ります。虫よけ効果の
あるエッセンシャルオイルを使用します。【費用負担有】／7月22日貊

中央公民館
午前10時
　～正午

7
月　

日
豸

31

漆塗りペンダント作り～砥出し（とぎだし）による～／8人／本多ヤス子氏／漆を研磨する
「砥出し」という手法を体験することができる講座です。砥出しにより幾層にも塗り重ね
ている漆に模様をつけて、ペンダントとして仕上げます。【費用負担有】／7月22日貊
ビジネス・社会生活に役立つ数学／30人／高橋磐郎氏／セールスマンの業績評価、受注製
品の単価見積もり、株の売買など、ビジネス・社会生活の中の馴染みやすい具体的な例
をもとに、数学のすばらしさをわかりやすい話で学べる講座です／7月26日貂
アロマクラフト作り講座～あなたの香り～ロールオンアロマを作ります～／10人／杉内美
代子氏／アロマの基礎知識を学び、手軽に使えるロールオンタイプの香水を作る講座で
す。オイルとハーブと精油でオリジナルの香りを楽しんでいただきます。【費用負担有】
／7月26日貂

中央公民館
午後2時
　～4時

“うまべぇ”に会いにきてね 子どもたちとの公民館＆児童館／日時　7月2日貍午後 1時 45分～3時 30分／
場所　南街公民館、なんがい児童館／問合せ　産業振興課・内線 1074まで

男女共同参画講座 

お父さんと 
一緒に楽しく 
クッキング！ 

蜷
昨
年
の
講
座
の
様
子
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■
平
成　

年
度
国
民
健
康
保
険

２８

税
（
国
保
税
）
の
納
税
通
知
書

を
７
月
中
旬
に
郵
送
し
ま
す

○
国
保
税
の
算
出
方
法　

国
保

税
は
、医
療
分〈
基
礎
課
税
額
〉、

支
援
分
〈
後
期
高
齢
者
支
援
金

等
課
税
額
〉
及
び
介
護
分
〈
介

護
納
付
金
課
税
額
〉
（　

歳
以

４０

上　

歳
未
満
の
方
が
対
象
）
に

６５
区
分
し
、
表
１
の
税
率
等
に
基

づ
き
、
課
税
限
度
額
を
限
度
と

し
て
算
出
し
た
合
計
額
が
、
世

帯
の
１
年
間
の
国
保
税
の
金
額

と
な
り
ま
す
。

　

年
度
途
中
で
国
保
資
格
の
取

得
ま
た
は
喪
失
（
世
帯
員
の
転

入
・
転
出
・
出
生
・
健
康
保
険

の
資
格
の
取
得
・
喪
失
等
）
が

あ
る
場
合
、
月
割
り
で
税
額
が

変
更
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
前

年
中
の
所
得
金
額
等
に
変
更
が

生
じ
た
場
合
に
つ
い
て
も
、
税

額
が
変
わ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

○
被
保
険
者
資
格
の
取
得
・
喪

失
と
国
保
税　

国
民
健
康
保
険

の
被
保
険
者
資
格
は
、
他
の
健

康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
場
合

や
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
等

の
適
用
除
外
事
由
に
該
当
す
る

場
合
を
除
き
、
社
会
保
障
制
度

の
一
環
と
し
て
、
他
の
社
会
保

険
制
度
と
同
様
に
強
制
適
用
と

な
り
ま
す
。

　

国
保
税
は
、
資
格
を
取
得
し

た
月
（
職
場
の
健
康
保
険
等
を

抜
け
た
月
、
他
の
市
町
村
か
ら

転
入
し
た
月
）
か
ら
算
定
さ
れ

ま
す
。
市
役
所
へ
の
届
出
時
か

ら
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
届
出
が

遅
れ
る
と
、
被
保
険
者
に
な
っ

た
時
点
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
国

保
税
を
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。
届
出
の
手
続
き
は　
１４

日
以
内
に
お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。

○
納
税
義
務
者　

国
保
税
の
納

税
義
務
者
は
法
令
に
基
づ
き
、

世
帯
主
と
な
り
ま
す
。例
え
ば
、

世
帯
主
が
他
の
健
康
保
険
に
加

入
し
て
い
て
も
、
ご
家
族
が
国

民
健
康
保
険
の
資
格
を
取
得
し

て
い
る
と
、
国
保
税
の
納
税
義

務
者
は
世
帯
主
と
な
り
ま
す
。

○
国
保
税
の
納
付　

国
保
税
は

国
民
健
康
保
険
事
業
の
貴
重
な

財
源
と
な
り
ま
す
。
納
期
限
内

の
納
付
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

�
納
付
書
払
い　

納
税
通
知
書

に
同
封
の
納
付
書
に
よ
り
、
各

納
期
限
ま
で
に
お
支
払
い
く
だ

さ
い
。
送
付
し
た
納
税
通
知
書

と
納
付
書
は
、
分
冊
式
と
な
っ

て
い
ま
す
。
納
付
書
の
納
期
限

に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
既
に
口
座
振
替
の
手
続
き
を

さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
納
付

書
は
同
封
し
て
い
ま
せ
ん
。

�
口
座
振
替　

口
座
振
替
の
手

続
き
を
す
る
と
、
指
定
の
口
座

か
ら
納
期
限
毎
に
国
保
税
が
納

め
ら
れ
ま
す
。
一
度
手
続
き
を

す
る
と
毎
年
継
続
さ
れ
ま
す
。

※
平
成　

年
度
か
ら
、
ペ
イ
ジ

２８

ー
口
座
振
替
受
付
サ
ー
ビ
ス
を

開
始
し
、
口
座
振
替
登
録
手
続

き
の
簡
略
化
を
行
っ
て
い
ま
す
。

（
表
２
参
照
）

�
特
別
徴
収
等　

世
帯
内
の
国

民
健
康
保
険
被
保
険
者
全
員
が

　

歳
以
上　

歳
未
満
の
世
帯
の

６５

７５

世
帯
主
（
擬
制
世
帯
主
等
は
除

く
）
等
の
一
定
の
条
件
に
該
当

す
る
方
は
、
国
保
税
が
年
金
か

ら
の
引
き
落
と
し
に
よ
る
納
付

（
特
別
徴
収
）
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、特
別
徴
収
を
中
止
し
、

口
座
振
替
に
よ
る
納
付
方
法
を

選
択
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

特
別
徴
収
を
中
止
し
、
口
座
振

替
を
希
望
す
る
場
合
は
、
お
早

め
に
、
被
保
険
者
証
・
金
融
機

関
等
の
口
座
番
号
等
が
分
か
る

も
の
、
口
座
届
出
印
を
お
持
ち

の
う
え
、
保
険
年
金
課
（
市
役

所
１
階
）
で
、
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。
手
続
き
の
時
期
に

よ
り
、
口
座
振
替
へ
の
変
更
時

期
が
異
な
り
ま
す
。

○
国
保
税
の
軽
減　

国
保
税
は
、

被
保
険
者
等
の
申
告
に
基
づ
く

国
民
健
康
保
険
か
ら
の 

　
　
　
　
　 

お
知
ら
せ 

※
申
請
期
間
後
は
受
付
で
き
ま

せ
ん
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
振
込
口
座
等
に
変
更
が
あ
っ

た
時
は
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

障
害
福
祉
課
・
内

線
１
１
２
３
ま
で
。

■
原
子
爆
弾
被
爆
者
見
舞
金

▽
対
象　

市
内
在
住
で
被
爆
者

健
康
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い

る
方

▽
申
請
期
間　

７
月
１
日
貊
〜

　

日
貊
午
前
８
時　

分
〜
午
後

２９

３０

５
時
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は

除
く
）

▽
申
請
場
所　

障
害
福
祉
課

（
市
役
所
１
階
）

▽
申
請
に
必
要
な
も
の　

申
請

書
、被
爆
者
健
康
手
帳
の
写
し
、

見
舞
金
を
振
り
込
む
口
座
の
口

座
番
号
が
分
か
る
も
の
、
印
鑑

（
朱
肉
を
使
用
す
る
も
の
）

※
前
年
度
に
見
舞
金
の
支
給
を

受
け
た
方
は
、
被
爆
者
健
康
手

帳
の
写
し
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

▽
問
合
せ　

障
害
福
祉
課
・
内

線
１
１
２
２
ま
で
。

■
心
身
障
害
者
自
動
車
ガ
ソ
リ

ン
費
等
の
助
成

　

ガ
ソ
リ
ン
１
リ
ッ
ト
ル
当
た

り　

円　

銭
（
軽
油　

円　

銭
）

５３

８０

３２

１０

を
、
１
か
月　

リ
ッ
ト
ル
ま
で

３０

助
成
し
ま
す
。

▽
申
請
期
間　

７
月
１
日
貊
〜

　

日
豺
午
前
８
時　

分
〜
午
後

１１

３０

５
時
（
土
・
日
曜
日
は
除
く
）

▽
申
請
場
所　

障
害
福
祉
課

（
市
役
所
１
階
）

▽
申
請
に
必
要
な
も
の　

４
〜

６
月
分
の
ガ
ソ
リ
ン
・
軽
油
費

の
領
収
書
、印
鑑（
朱
肉
を
使
用

す
る
も
の
）、自
動
車
ガ
ソ
リ
ン

助
成
対
象
者
証
（
う
ぐ
い
す
色
）

印
を
お
願
い
し
ま
す
）
②
国
民

健
康
保
険
被
保
険
者
証
③
区
分

Ⅱ
の
対
象
者
で
長
期
入
院
該
当

者
（
平
成　

年
８
月
１
日
以
降

２７

　

日
以
上
入
院
し
た
方
）
は
入

９０院
日
数
を
証
明
す
る
領
収
書
（
コ

ピ
ー
可
）

※
郵
送
の
場
合
は
、
①
、
③

（
該
当
の
方
）
を
郵
送
し
て
く

だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

保
険
年
金
課
・
内

線
１
０
２
１
ま
で
。

市役所本庁舎に来庁した方の 
行政手続き等の手話通訳を行います。 

配置日　 1 日貊・ 8 日貊・15日貊・22日貊・29日貊 
配置時間　 午前9時～午後5時 
待機場所　 相談室2（市役所１階食堂向かい）　  
問合せ　 障害福祉課・内線1123 
　　　　 ファクス 042－563－5928まで。 
 

今月の「手話通訳者がいる日」 

総
所
得
金
額
等
を
基
に
算
出
さ

れ
ま
す
。
総
所
得
金
額
等
が
一

定
額
以
下
の
世
帯
は
、
均
等
割

額
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。
確
定
申

告
や
住
民
税
の
申
告
が
済
ん
で

い
な
い
と
、
こ
の
軽
減
措
置
が

受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
所
得
の
有

無
に
関
わ
ら
ず
、
税
務
署
ま
た

は
、
市
役
所
に
申
告
を
し
て
い

た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

○
国
保
税
の
減
免
等　

災
害
そ

の
他
特
別
の
事
情
に
よ
り
所
得

が
著
し
く
減
少
し
、
納
付
が
困

難
な
場
合
、
国
保
税
の
減
免
の

制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

納
税
で
き
な
い
ま
ま
納
期
限

が
過
ぎ
て
し
ま
う
と
、
延
滞
金

が
加
算
さ
れ
た
り
、
滞
納
処
分

を
受
け
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
、
お
早
め
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

保
険
年
金
課
・
内

線
１
０
２
３
ま
で
。

■
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額

減
額
認
定
証
の
交
付
申
請

　

市
の
国
民
健
康
保
険
高
齢
受

給
者
証
を
お
持
ち
の
方
で
、
平

成　

年
度
の
市
町
村
民
税
が
非

２８
課
税
世
帯
で
あ
る
な
ど
、
一
定

の
条
件
に
該
当
す
る
場
合
、
表

３
の
と
お
り
自
己
負
担
額
が
軽

減
さ
れ
ま
す
。
対
象
と
思
わ
れ

る
方
に
は
、
６
月
下
旬
に
関
係

書
類
を
郵
送
し
て
い
ま
す
の
で
、

申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
（
郵
送

可
）。

▽
対
象　

国
民
健
康
保
険
高
齢

受
給
者
証
を
お
持
ち
の
方
で
以

下
の
区
分
に
該
当
す
る
方

�
区
分
Ⅱ：

世
帯
主
及
び
同
一

世
帯
の
国
保
被
保
険
者
全
員
が

平
成　

年
度
住
民
税
非
課
税
の

２８

方�
区
分
Ⅰ：

世
帯
主
及
び
同
一

世
帯
の
国
保
被
保
険
者
が
平
成

　

年
度
住
民
税
非
課
税
で
、
そ

２８の
世
帯
の
所
得
区
分
ご
と
に
必

要
経
費
・
控
除
（
公
的
年
金
等

の
控
除
額
は　

万
円
）
を
差
し

８０

引
い
た
各
所
得
が
い
ず
れ
も
０

円
と
な
る
方
（
年
金
収
入
が　
８０

万
円
以
下
の
方
等
）

▽
申
請
に
必
要
な
も
の　

①
郵

送
さ
れ
た
申
請
書
（
記
入
・
押

障
害
福
祉
課
か
ら
の 

お
知
ら
せ 

④
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

２
級
以
上
の
方

※
過
去
に
こ
の
制
度
及
び
平
成

　

年
度
ま
で
防
災
安
全
課
で
実

２３施
し
て
い
た
事
業
に
よ
り
取
付

さ
れ
た
方
は
対
象
に
は
な
り
ま

せ
ん
。

▽
支
給
内
容　

家
具
転
倒
防
止

用
の
「
つ
っ
ぱ
り
棒
」、
Ｔ
字
型

家
具
転
倒
防
止
器
具
、
家
具
転

倒
防
止
板
な
ど
。

※
器
具
の
種
類
や
数
量
は
、
①

の
方
は
高
齢
介
護
課
（
市
役
所

２
階
）、②
③
④
の
方
は
障
害
福

祉
課
（
市
役
所
１
階
）
で
配
付

す
る
申
請
書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
今
年
度
取
付
予
定
数　

①
の

方
は　

世
帯
分
、
②
③
④
の
方

３０

は
合
計
で　

世
帯
分

１０

※
申
請
が
取
付
予
定
数
を
超
え

た
場
合
は
、抽
選
と
な
り
ま
す
。

▽
申
請
方
法　

７
月
１
日
貊
〜

　

日
貊
の
間
に
、
①
の
方
は
高

１５齢
介
護
課
、
②
③
④
の
方
は
障

害
福
祉
課
に
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
申
請
内
容
を
審
査
後
、

取
り
付
け
の
可
否
を
決
定
し
て

通
知
し
ま
す
。

▽
申
請
に
必
要
な
も
の　

印
鑑

（
朱
肉
を
使
う
も
の
）

▽
問
合
せ　

①
の
方
は
高
齢
介

護
課
・
内
線
１
１
７
６
ま
で
、

②
③
④
の
方
は
障
害
福
祉
課
・

内
線
１
１
２
３
ま
で
。

　

世
帯
全
員
が　

歳
以
上
の
方

７０

及
び
障
害
の
あ
る
方
に
対
し
て
、

災
害
時
の
家
具
転
倒
防
止
器
具

な
ど
を
無
料
で
取
り
付
け
ま
す
。

▽
対
象　

市
内
に
居
住
し
、
住

民
基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て
い

る
方
で
構
成
す
る
世
帯
の
全
員

が
次
の
①
〜
④
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
世
帯

①　

歳
以
上
の
方
②
身
体
障
害

７０
者
手
帳
２
級
以
上
の
方
③
愛
の

手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方

家
具
転
倒
防
止
器
具
を 

　

無
料
で
取
り
付
け
ま
す 

玉川上水駅北側そばにある東大和市ふれあい広場で食廃油（天ぷら油）を回収しています。密閉できる容器（天ぷら油の空容器やペット
ボトル）でお持ちください。午前１１時から午後 6時まで。休業日は毎週木曜日／問合せ　東大和市ふれあい広場�０４２－ ５６５－ １０７１へ

表 1　平成 28年度の国民健康保険税の税率等と課税限度額
（前年の総所得金額等－基礎控除33万円）×5.64％所得割額医

療
分

被保険者1人当たり26,500円均等割額
51万円課税限度額

（前年の総所得金額等－基礎控除33万円）×1.68％所得割額支
援
分

被保険者1人当たり7,900円均等割額
16万円課税限度額

（前年の総所得金額等－基礎控除33万円）×1.83％所得割額介
護
分

被保険者1人当たり10,800円均等割額
14万円課税限度額

※今年度から税率等を改定しています。

口座振替依頼書の記入 
 
　住所、氏名等を記入 

表2　ペイジー口座振替受付サービスによる登録手順 
端末の操作 
　端末にキャッシュ 
　カードを通して、　 
　暗証番号を入力 

登録完了 
　登録内容を確認 
　して、手続き完了 

・ペイジー口座振替受付サービスの対象金融機関 
　みずほ銀行、三菱東京UFJ銀行、三井住友銀行、りそな銀行、山梨中央銀行、青梅信用　 
　金庫、多摩信用金庫、西武信用金庫、飯能信用金庫、ゆうちょ銀行 
※上記以外の金融機関及び農協については、ご利用できません。 
・対象金融機関のキャッシュカード（生体認証ICキャッシュカード等、一部ご利用できない 
　カードがあります）をお持ちになり、納税課（市役所1階）で手続きをしてください。 
・国民健康保険税を含む市税が対象となります。後期高齢者医療保険料等の料金は利 
　用できません。 

表 3　自己負担額（月額）、
　　  入院時食事療養費の自己負担限度額（国保高齢受給者）

入院時食事療養費
（1食当たり）

外来＋入院
（世帯単位）

外来
（個人単位）区分

210円（90日までの入院）
160円（過去12か月で90日を越える入院）24,600円

8,000円
区分Ⅱ

100円15,000円区分Ⅰ

※一般（自己負担額1割）の方：外来のみは12,000円、外来＋入院は44,400円。
※一定以上所得者（自己負担額3割）の方：外来のみは44,400円、外来＋入院は
80,100円＋（医療費-267,000円）×1％
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■
平
成　

年
度
介
護
保
険
料
納

２８

入
通
知
書
（
決
定
通
知
書
）
を

送
付
し
ま
す

　
　

歳
以
上
の
方
（
第
１
号
被

６５
保
険
者
）に
つ
い
て
、平
成　

年
２８

度
介
護
保
険
料
（
年
額
）
が
決

定
し
ま
し
た
の
で
、
７
月
初
旬

に
納
入
通
知
書
を
郵
送
し
ま
す
。

特
別
徴
収
（
年
金
天
引
き
）
の

方
は
既
に
仮
徴
収
を
し
て
い
ま

す
。
介
護
保
険
料
は
、
介
護
保

険
制
度
を
運
営
す
る
た
め
の
貴

重
な
財
源
と
な
り
ま
す
。
制
度

の
安
定
的
な
運
営
の
た
め
、
ご

理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
介
護
保
険
料
負
担
の
仕
組
み

介
護
保
険
に
係
る
費
用
は
、国
、

都
、
市
の
公
費
と
保
険
料
と
で

原
則　

パ
ー
セ
ン
ト
ず
つ
負
担

５０

し
ま
す
。　

歳
〜　

歳
の
方
の

４０

６４

保
険
料
は
、
そ
の
方
が
加
入
し

て
い
る
医
療
保
険
の
算
定
方
法

に
基
づ
き
決
め
ら
れ
、
医
療
保

険
の
保
険
料
と
あ
わ
せ
て
納
め

ま
す
。　

歳
以
上
の
方
の
介
護

６５

保
険
料
は
、
市
が
定
め
た
基
準

額
に
、
そ
の
方
の
平
成　

年
中

２７

の
所
得
を
も
と
に
所
得
段
階
に

応
じ
た
割
合
を
乗
じ
て
決
め
ら

れ
、
一
部
の
方
を
除
き
特
別
徴

収
と
な
り
ま
す
。

○
介
護
保
険
料
の
納
付
方
法

特
別
徴
収
と
普
通
徴
収
の
２
種

類
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。

【
特
別
徴
収
】
受
給
し
て
い
る

老
齢
・
退
職
年
金
、
障
害
年
金

ま
た
は
遺
族
年
金
が
、
月
額
一

万
五
、
〇
〇
〇
円
（
年
額　

万
１８

円
）
以
上
の
方
は
、
特
別
徴
収

と
な
り
、
年
金
か
ら
介
護
保
険

料
が
天
引
き
さ
れ
ま
す
。
特
別

徴
収
は
、
年
額
保
険
料
を
６
期

（
年
金
支
給
月
の
４
月
・
６

月
・
８
月
・　

月
・　

月
・
翌

１０

１２

年
２
月
）
に
分
け
て
徴
収
し
ま

す
。
介
護
保
険
料
は
年
金
か
ら

の
徴
収
が
原
則
と
な
っ
て
お
り
、

納
付
書
払
い
（
普
通
徴
収
）
と

の
選
択
は
で
き
ま
せ
ん
。

【
普
通
徴
収
】
年
金
の
年
額
が
、

　

万
円
未
満
の
方
は
普
通
徴
収

１８（
納
付
書
払
い
）
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
年
額　

万
円
以
上
の
年

１８

金
を
受
け
取
っ
て
い
る
方
で
も

　

歳
に
な
っ
た
ば
か
り
の
方
、

６５他
市
か
ら
転
入
さ
れ
た
方
、
平

成　

年
４
月
１
日
時
点
で
ま
だ

２８
年
金
を
受
け
取
っ
て
い
な
か
っ

た
方
は
、
一
定
期
間
普
通
徴
収

と
な
り
、
そ
の
後
自
動
的
に
特

別
徴
収
に
変
わ
り
ま
す
。
年
金

を
担
保
に
融
資
を
受
け
て
い
る

方
も
、
そ
の
間
は
普
通
徴
収
と

な
り
ま
す
。
な
お
、
介
護
保
険

料
段
階
が
変
わ
っ
た
方
は
、
特

別
徴
収
に
よ
る
金
額
以
外
に
一

部
を
納
付
書
に
よ
り
納
め
て
い

た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
普

通
徴
収
は
、
年
額
保
険
料
を
８

期
（
７
月
〜
翌
年
２
月
）
に
分

け
て
納
付
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

納
入
通
知
書
に
同
封
の
納
付
書

で
、
金
融
機
関
等
で
納
付
し
て

く
だ
さ
い
。
一
時
的
に
普
通
徴

収
と
な
る
方
は
、
該
当
期
の
納

付
書
の
み
を
送
付
し
ま
す
。

■
介
護
保
険
料
の
減
額
申
請

　

介
護
保
険
制
度
は
、
国
民
皆

さ
ん
で
支
え
あ
う
社
会
保
険
制

度
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
方
の
所

得
に
応
じ
た
段
階
の
保
険
料
を

遅
滞
な
く
お
支
払
い
い
た
だ
く

こ
と
が
原
則
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
一
定
の
条
件
に
該

当
す
る
方
に
つ
い
て
、
申
請
日

以
降
の
介
護
保
険
料
を
最
大　
５０

パ
ー
セ
ン
ト
に
減
額
す
る
市
独

自
の
措
置
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

減
額
の
対
象
と
認
め
ら
れ
た
方

は
、
申
請
日
以
降
の
納
期
の
保

険
料
が
減
額
と
な
り
ま
す
。

▽
申
請
の
条
件　

次
の
全
て
の

条
件
に
該
当
す
る
方

�
申
請
日
の
属
す
る
年
度
の
市

民
税
が
世
帯
全
員
非
課
税
で
あ

る
こ
と

�
生
活
保
護
を
受
給
し
て
い
な

い
こ
と

�
生
活
保
護
の
生
活
扶
助
基
準

に
対
す
る
世
帯
の
収
入
認
定
額

の
割
合
が　

分
の　

未
満
で
あ

１００

１２０

る
こ
と

�
世
帯
の
申
請
日
現
在
の
預
貯

金
総
額
が
、
生
活
扶
助
基
準
の

　

か
月
分
未
満
で
あ
る
こ
と

１２�
日
常
生
活
に
必
要
な
資
産
以

外
に
利
用
し
得
る
資
産
を
所
有

し
て
い
な
い
こ
と

�
市
民
税
課
税
者
に
扶
養
さ
れ

て
い
な
い
こ
と

�
介
護
保
険
料
の
滞
納
が
な
い

こ
と

▽
申
請
方
法　

高
齢
介
護
課

（
市
役
所
２
階
）
で
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。
７
月
初
旬
に
郵
送

す
る
介
護
保
険
料
納
入
通
知
書

と
世
帯
全
員
の
収
入
及
び
預
貯

金
の
額
が
確
認
で
き
る
書
類
、

通
帳
、
印
鑑
を
必
ず
持
参
の
う

え
、
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
請
は
毎
年
度
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

�
以
上
の
お
問
合
せ
は
、
高
齢

介
護
課
・
内
線
１
１
３
７
ま
で
。

■
平
成　

年
度
の
保
険
料
額
決

２８

定
通
知
書
を
送
付
し
ま
す

　

平
成　

年
度
の
後
期
高
齢
者

２８

医
療
保
険
料
額
決
定
通
知
書
を

７
月
中
旬
に
郵
送
し
ま
す
。

　

保
険
料
は
平
成　

年
中
の
所

２７

得
を
も
と
に
東
京
都
後
期
高
齢

者
医
療
広
域
連
合
で
決
定
し
て

い
ま
す
。

○
保
険
料
の
納
付
方
法　

特
別

徴
収
と
普
通
徴
収
の
２
種
類
の

方
法
が
あ
り
ま
す
。

【
特
別
徴
収
】
年
金
か
ら
の
引

き
落
と
し
に
よ
り
納
付
す
る
方

法
で
す
。
４
月
・
６
月
・
８
月

の
年
金
か
ら
引
き
落
と
さ
れ
る

保
険
料
は
、
平
成　

年
中
の
所

２６

得
を
も
と
に
仮
決
定
し
た
金
額

で
す
。
今
回
、
平
成　

年
中
の

２７

所
得
を
も
と
に
、
平
成　

年
度

２８

の
保
険
料
を
決
定
し
て
い
ま
す
。

【
普
通
徴
収
】
納
付
書
ま
た
は

口
座
振
替
で
納
付
す
る
方
法
で

す
。
１
年
間
の
保
険
料
を
第
１

期
（
７
月
）
か
ら
第
８
期
（
平

成　

年
２
月
）
ま
で
の
８
回
に

２９
分
け
て
納
付
し
ま
す
。

※
保
険
料
の
納
付
方
法
は
原
則

と
し
て
特
別
徴
収
で
す
が
、
一

定
の
条
件
に
該
当
す
る
場
合
は

普
通
徴
収
と
な
り
ま
す
（
通
知

書
下
段
に
記
載
の
「
期
割
保
険

料
額
」
欄
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）。

　

平
成　

年
度
に
保
険
料
額
の

２７

変
更
（
軽
減
適
用
・
所
得
更
正

等
）
の
対
象
と
な
り
、
平
成　
２７

年　

月
以
降
の
特
別
徴
収
が
中

１０
止
さ
れ
て
い
る
方
は
、
原
則
と

し
て
９
月
ま
で
は
普
通
徴
収
と

な
り
、　

月
か
ら
特
別
徴
収
が

１０

再
開
さ
れ
ま
す
。
特
別
徴
収
か

ら
口
座
振
替
へ
の
変
更
を
希
望

す
る
方
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
既
に
変
更
の
申
出
を
し

た
方
は
手
続
き
不
要
で
す
。

■
新
し
い
後
期
高
齢
者
医
療
被

保
険
者
証
を
送
付
し
ま
す

　

現
在
お
持
ち
の
被
保
険
者
証

の
有
効
期
限
は
平
成　

年
７
月

２８

　

日
で
す
。
新
し
い
被
保
険
者

３１証
は
７
月
下
旬
に
簡
易
書
留
郵

便
で
郵
送
し
ま
す
（
色
は
オ
レ

ン
ジ
色
か
ら
藤
色
に
変
わ
り
ま

す
）。一
部
負
担
金
割
合
の
判
定

方
法
は
次
の
と
お
り
で
す
。

�
一
部
負
担
金
の
割
合
が
１
割

の
方 

：

同
一
世
帯
の
被
保
険
者

全
員
の
平
成　

年
度
住
民
税
の

２８

課
税
所
得
が　

万
円
未
満
の
場

１４５

合�
一
部
負
担
金
の
割
合
が
３
割

の
方 

：

同
一
世
帯
の
被
保
険
者

の
中
に
平
成　

年
度
住
民
税
の

２８

課
税
所
得
が　

万
円
以
上
の
方

１４５

が
い
る
場
合

　

た
だ
し
、
課
税
所
得
が　

万
１４５

円
以
上
で
も
、
以
下
の
条
件
を

満
た
す
方
は
申
請
が
認
め
ら
れ

る
と
一
部
負
担
金
の
割
合
が
３

割
か
ら
１
割
に
な
り
ま
す
。

①
同
一
世
帯
に
被
保
険
者
が
１

人
の
場
合

：

平
成　

年
中
の
収

２７

入
額
が　

万
円
未
満
（　

万
円

３８３

３８３

以
上
で
同
一
世
帯
に　

歳
〜　

７０

７４

歳
の
国
民
健
康
保
険
ま
た
は
会

社
の
健
康
保
険
等
の
加
入
者
が

い
る
場
合
は
そ
の
方
と
の
合
計

収
入
額
が　

万
円
未
満
）

５２０

②
同
一
世
帯
に
被
保
険
者
が
２

人
以
上
の
場
合

：

被
保
険
者
全

員
の
平
成　

年
中
の
合
計
収
入

２７

額
が　

万
円
未
満

５２０

　

①
、
②
の
判
定
に
加
え
、
昭

和　

年
１
月
２
日
以
降
生
ま
れ

２０
の
被
保
険
者
の
場
合
、
本
人
と

同
じ
世
帯
に
い
る
被
保
険
者
と

の
賦
課
の
も
と
と
な
る
所
得
金

額
の
合
計
額
が　

万
円
以
下
で

２１０

あ
れ
ば
１
割
負
担
と
な
り
ま
す
。

▽
申
請
に
必
要
な
も
の　

被
保

険
者
証
、
平
成　

年
度
確
定
申

２８

告
の
写
し
（
平
成　

年
中
の
収

２７

入
が
分
か
る
も
の
）、個
人
番
号

通
知
カ
ー
ド
（
ま
た
は
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
）、
印
鑑

※
被
保
険
者
証
が
届
い
た
方
は
、

こ
れ
ま
で
お
使
い
の
も
の
を
８

月
以
降
に
ご
自
身

で
破
棄
し
て
い
た

だ
く
か
、
保
険
年

金
課（
市
役
所
１

階
）
ま
た
は
市
民

セ
ン
タ
ー
に
返
却

し
て
く
だ
さ
い
。

■
限
度
額
適
用
・

標
準
負
担
額
減
額

認
定
証
（
減
額
認

定
証
）
の
交
付
申

請
を
お
願
い
し
ま

す
　

区
分
Ⅱ
、
区
分

Ⅰ
の
所
得
条
件
に

該
当
す
る
方
は
、

申
請
し
認
め
ら
れ

る
と
、
外
来
・
入

院
時
の
自
己
負
担

限
度
額
や
食
事
代

が
軽
減
さ
れ
る
減

額
認
定
証
が
交
付

さ
れ
ま
す
（
下
表

参
照
）。

　

過
去
に
減
額
認

定
証
を
交
付
さ
れ

た
方
で
、
平
成　
２８

年
度
も
所
得
条
件
に
該
当
す
る

方
に
は
、
新
し
い
減
額
認
定
証

を
７
月
下
旬
に
郵
送
し
ま
す
。

新
た
に
対
象
と
な
る
と
思
わ
れ

る
方
に
は
、
７
月
下
旬
に
関
係

書
類
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、 申
請

を
し
て
く
だ
さ
い
（
郵
送
可
）。

�
区
分
Ⅱ

：

世
帯
全
員
が
平
成

　

年
度
住
民
税
非
課
税
の
方
の

２８う
ち
、
区
分
Ⅰ
に
該
当
し
な
い

方�
区
分
Ⅰ

：

世
帯
全
員
が
平
成

　

年
度
住
民
税
非
課
税
で
、
年

２８金
収
入　

万
円
以
下
（
そ
の
他

８０

の
所
得
が
な
い
）
の
方
ま
た
は

老
齢
福
祉
年
金
を
受
給
し
て
い

る
方

▽
申
請
に
必
要
な
も
の　

郵
送

さ
れ
た
申
請
書
、被
保
険
者
証
、

個
人
番
号
通
知
カ
ー
ド
（
ま
た

は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
）、印

鑑
。郵
送
の
場
合
は
、申
請
書
、

被
保
険
者
証
の
写
し
、
個
人
番

号
通
知
カ
ー
ド
の
写
し
ま
た
は

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
両
面

の
写
し
（
個
人
番
号
が
判
読
で

き
る
も
の
）
を
郵
送
し
て
く
だ

さ
い
。

※
現
在
お
持
ち
の
減
額
認
定
証

は
８
月
以
降
に
ご
自
身
で
破
棄

し
て
い
た
だ
く
か
、
保
険
年
金

課
ま
た
は
市
民
セ
ン
タ
ー
に
返

却
し
て
く
だ
さ
い
。

�
以
上
の
申
請
・
問
合
せ
は
、

保
険
年
金
課
・
内
線
１
０
２
８

ま
で
。

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
か
ら
の 

　
　
　
　
　
　
　
　
お
知
ら
せ 

介
護
保
険
か
ら
の 

　
　
　
お
知
ら
せ 

一部負担金の割合、自己負担限度額等一覧
入院時の食費
の標準負担額

自己負担限度額（1か月）一部負担
金の割合

平成 28年度の
住民税課税所得区分

外来＋入院（世帯ごと）外来（個人 ご と ）

360円（※ 4）

80,100円＋（10割分の医療費
－ 267,000円）× 1％（※ 3）44,400円3割

同一世帯の被保険者のうち
どなたかが 145万円以上（下記
にあてはまる場合を除く）

現役並み
所得者

44,400円12,000円

1割

同一世帯の被保険者のうちどな
たかが 145万円以上で、
�同一世帯の被保険者の前年の
　収入合計額が 520万円未満
�被保険者が本人のみの場合は、
　 前年の収入が 383 万円未満（※ 2）

一般
（※ 1）

145万円未満
210円（※ 5 ）24,600円

8,000円

世帯の全員が非課税区分Ⅱ

100円15,000円
世帯の全員が非課税で、年金収入
80万円以下（その他の所得がない）
の方または老齢福祉年金受給者

区分Ⅰ

※ 1　昭和 20年 1月 2日以降生まれの被保険者は、 本人と同一世帯の被保険者との賦課のもととなる所得金額
　　　 の合計 額が 210万円以下であれば区分は一般となります。
※ 2　 383万円以上であっても、同一世帯に 70～ 74歳の方がいる場合は、その方との前年の収入合計額が
　　　520万円未満であれば、1 割負担となります。
※ 3　12か月間に 4回以上高額療養費に該当した場合、4回目以降は 44,400円。「外来（個人ごと）の限度額」
　　　による支給は、多数回該当の回数に含みません。
※ 4　指定難病患者の方は 1食 260円に据え置かれます。精神病床へ平成 27年 4月 1日以前から平成 28年 4
　　　 月 1日まで継続で入院した患者の方は、当分の間 1食 260円に据え置かれます。
※ 5　過去 12 か月で入院日数が 90日（他の健康保険加入期間も区分Ⅱ相当の減額認定証が交付されていれ
　　　ば通算できます）を超える場合は、入院日数を証明する領収書を添えて申請し、認められると食費の
　　　標準負担額が 1食当たり 160円になります。
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（
公
財
）
東
京
都
私
学
財
団
は
、

経
済
的
な
理
由
に
よ
り
高
等
学

校
ま
た
は
専
修
学
校
高
等
課
程

の
修
学
が
困
難
な
方
の
た
め
に
、

勉
学
に
必
要
な
資
金
の
一
部
を

速
や
か
に
借
り
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
進
学
前
に
採
用
候
補

者
と
し
て
登
録
す
る
た
め
、
予

約
募
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▽
対
象　

平
成　

年
４
月
に
、

２９

高
等
学
校
ま
た
は
専
修
学
校
高

等
課
程
に
進
学
を
希
望
し
て
い

る
中
学
３
年
生
で
、
本
人
と
保

護
者
が
都
内
に
住
所
を
有
し
て

い
る
こ
と
。
同
種
の
奨
学
金
を

他
か
ら
借
り
受
け
な
い
こ
と
等

▽
貸
付
額
（
月
額
）　

国
・
公

立
学
校
生
は
一
万
八
、
〇
〇
〇

円
、
私
立
学
校
生
は
三
万
五
、

〇
〇
〇
円

▽
利
子　

無
利
子

▽
提
出
書
類　

予
約
申
込
書
、

住
民
票
、
所
得
を
証
明
す
る
書

類
等
を
、
９
月
９
日
貊
ま
で
に

在
籍
す
る
学
校
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
詳
細
は
、
各
学
校
ま

た
は
学
校
教
育
課
（
市
役
所
５

階
）
に
あ
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　
（
公
財
）東
京
都
私

学
財
団
振
興
部
育
英
資
金
課
�

　

―
５
２
０
６
―
７
９
２
９
へ
。

０３◎
外
国
人
学
校
に
在
学
し
て
い

る
外
国
人
児
童
・
生
徒
の
保
護

者
の
方
へ
〜
教
育
費
の
負
担
を

軽
減
す
る
た
め
の
補
助
金
を
交

付
し
ま
す

　

市
で
は
、
外
国
人
学
校
（
小

学
校
及
び
中
学
校
に
相
当
す
る

学
校
に
限
る
）
に
在
学
し
て

い
る
外
国
人
児
童
・
生
徒
の

保
護
者
を
対
象
に
、
教
育
費

の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
の

補
助
金
を
予
算
の
範
囲
内
で

交
付
し
て
い
ま
す
。

▽
問
合
せ　

学
校
教
育
課
・

内
線
１
５
２
１
ま
で
。

　

特
別
支
援
教
育
の
理
解
・

推
進
を
目
的
と
し
て
講
演
会

を
開
催
し
ま
す
。
入
場
は
無

��

◎
病
児
・
病
後
児
保
育

　

病
児 
・
病
後
児
保
育
は 
、お
子

さ
ん
が
病
気
の
た
め
、保
育
園
、

幼
稚
園
、
小
学
校
等
に
通
園
、

通
学
で
き
な
い
場
合
に
、
保
護

者
に
代
わ
っ
て
保
育
す
る
制
度

で
す
。
市
で
は 
市
内
医
療
機
関

に
委
託
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

▽
対
象　

満
６
か
月
〜
小
学
６

年
生

▽
保
育
日
・
時
間　

月
〜
金
曜

日
の
午
前
８
時
〜
午
後
６
時

※
祝
日
、年
末
年
始
等
は
除
く
。

▽
保
育
施
設　

す
こ
や
か
病
児

・
病
後
児
保
育
室
（
左
図
参
照
）

▽
定
員　

６
人

▽
保
育
料　

１
日
二
、
○
○
○

円
。
同
一
の
疾
病
で
２
日
以
上

連
続
し
て
利
用
す
る
場
合
、
２

日
目
以
降
の
保
育
料
は
一
、
〇

〇
〇
円
で
す
。

※
市
外
の
方
は
登
録
料
、
保
育

料
が
異
な
り
ま
す
。

◎
お
迎
え
サ
ー
ビ
ス

　

お
迎
え
サ
ー
ビ
ス
で
は
、
在

籍
し
て
い
る
保
育
所
等
で
お
子

さ
ん
が
体
調
不
良
に
な
り
、
保

護
者
が
迎
え
に
行
く
こ
と
が
困

難
な
時
に
、
病
児
・
病
後
児
保

育
室
の
保
育
士
が
保
護
者
に
代

わ
っ
て
保
育
所
等
に
お
迎
え
に

行
き
、
病
児
・
病
後
児
保
育
室

で
保
育
し
ま
す
。

※
対
象
年
齢
、
利
用
方
法
等
が

通
常
の
病
児
・
病
後
児
保
育
を

利
用
す
る
場
合
と
異
な
り
ま
す
。

▽
利
用
要
件

�
市
内
に
住
所
を
有
し
、
市
内

に
所
在
す
る
保
育
所
、
認
定
こ

ど
も
園
、
小
規
模
保
育
、
家
庭

的
保
育
、
認
証
保
育
所
、
幼
稚

園
在
籍
児
童
で
満
６
か
月
〜
小

学
校
就
学
前
の
児
童

�
発
熱
等
で
入
院
加
療
を
必
要

と
し
な
い
。

▽
利
用
方
法　

保
育
所
等
か
ら

児
童
の
体
調
不
良
に
よ
る
迎
え

の
依
頼
の
連
絡
が
あ
っ
た
後
に
、

当
該
保
育
室
に
直
接
電
話
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
原
則
、
当
該
保
育
室
に
お
い

て
、事
前
の
利
用
登
録
（
無
料
）

が
必
要
で
す
。

※
当
日
の
保
育
室
の
利
用
状
況

や
保
育
士
の
配
置
状
況
に
よ
り

利
用
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。

▽
費
用　

お
迎
え
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
に
伴
う
交
通
費
等
の
実
費

は
徴
収
し
ま
せ
ん
。
ま
た
、
保

育
料
は
別
途
徴
収
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

�
以
上
の
お
問
合
せ
は
、
保
育

課
・
内
線
１
７
５
３
、
す
こ
や

か
病
児
・
病
後
児
保
育
室
�　
０４２

―　

―
０
４
１
５
へ
。

５９０

　

平
成　

年
度
青
少
年
の
非
行

２８

・
被
害
防
止
全
国
強
調
月
間
は
、

内
閣
府
が
中
心
と
な
っ
て
、
７

月
１
日
〜　

日
の
１
か
月
間
実

３１

施
さ
れ
ま
す
。
次
代
を
担
う
青

少
年
の
育
成
は
、
国
民
全
体
に

課
せ
ら
れ
た
義
務
で
あ
り
、

国
・
地
方
公
共
団
体
・
関
係
団

体
等
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を

果
た
し
つ
つ
、
相
互
に
協
力
し

な
が
ら
、
地
域
が
一
体
と
な
っ

た
青
少
年
の
非
行
防
止
等
の
た

め
の
取
り
組
み
を
進
め
る
こ
と

が
必
要
で
す
。
皆
さ
ん
の
ご
理

解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
青
少
年
の
非
行
・
被
害
防
止

全
国
強
調
月
間
の
重
点
目
標
】

�
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
に
係

る
非
行
及
び
犯
罪
被
害
防
止
対

病
児
・
病
後
児
保
育 

お
迎
え
サ
ー
ビ
ス

お
迎
え
サ
ー
ビ
ス 
お
迎
え
サ
ー
ビ
ス 

平成29年度 
　高等学校等に 
　　  入学する方へ 

東京都育英資金 
奨学生の予約を 
　　募集します 

策
の
推
進

�
有
害
環
境
へ
の
適
切
な
対
応

�
薬
物
乱
用
対
策
の
推
進

�
不
良
行
為
及
び
初
発
型
非
行

（
犯
罪
）
等
の
防
止

�
再
非
行
（
犯
罪
）
の
防
止

�
い
じ
め
・
暴
力
行
為
等
の
問

題
行
動
へ
の
対
応

�
青
少
年
の
福
祉
を
害
す
る
犯

罪
被
害
の
防
止

▽
問
合
せ　

青
少
年
課
・
内
線

１
７
４
２
ま
で
。

青少年の 
非行・被害防止 
　全国強調月間 

　

８
月　

日
貍
に
開
催
す
る
第

１３

　

回
平
和
市
民
の
つ
ど
い
で
、

１２平
和
祈
念
キ
ャ
ン
ド
ル
を
点
灯

し
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
に

「
平
和
」
に
関
す
る
メ
ッ
セ
ー

ジ
や
イ
ラ
ス
ト
な
ど
を
和
紙
に

描
い
て
い
た
だ
き
、
会
場
内
に

設
置
す
る
平
和
祈
念
キ
ャ
ン
ド

ル
の
キ
ャ
ン
ド
ル
シ
ェ
ー
ド
と

し
て
使
用
し
ま
す
。

　

市
内
公
共
施
設
に
、
和
紙
を

用
意
し
て
い
ま
す
。
平
和
を
祈

念
し
、
キ
ャ
ン
ド
ル
シ
ェ
ー
ド

の
制
作
に
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

▽
期
間　

７
月
１
日
貊
〜　

日
３１

豸
（
施
設
の
休
館
日
は
除
く
）

※
和
紙
が
な
く
な
り
次
第
終
了

と
な
り
ま
す
。

▽
和
紙
の
設
置
場
所　

児
童
館
、

公
民
館
、
図
書
館

▽
問
合
せ　

企
画
課
・
内
線
１

４
２
５
ま
で
。

平
和
祈
念
キ
ャ
ン 

ド
ル
シ
ェ
ー
ド
の 

制
作
に
ご
協
力
を 

　

夏
休
み
に
一
日
図
書
館
員
に

な
っ
て
、
図
書
館
の
仕
事
を
体

験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
対
象　

小
学
５
・
６
年
生

▽
日
時　

７
月　

日
貊
午
前
９

２２

時
〜
午
後
０
時　

分
１５

▽
場
所　

中
央
図
書
館

▽
定
員　

８
人
（
申
込
多
数
の

場
合
は
抽
選
で
す
。
未
経
験
者

優
先
と
し
ま
す
）

▽
内
容　

貸
出
、
返
却
、
本
の

装
備
な
ど

▽
申
込
み　

７
月　

日
貉
ま
で

１３

に
、
中
央
図
書
館
の
カ
ウ
ン

タ
ー
ま
た
は
電
話
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
桜
が
丘
・
清
原

図
書
館
で
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
。

▽
問
合
せ　

中
央
図
書
館
�　
０４２

―　

―
２
４
５
４
ま
で
。

５６４

一
日
図
書
館
員
を
募
集 

図
書
館
の
仕
事
を 

　
　
体
験
し
よ
う 

　

平
成　

年
４
月
〜
平
成　

年

２７

２８

３
月
の
間
に
開
催
し
た
、
東
大

和
市
附
属
機
関
等
の
会
議
の
公

開
状
況
に
つ
い
て
、
左
表
の
と

お
り
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▽
問
合
せ　

文
書
課
・
内
線
１

３
２
１
ま
で
。

平
成 

27
 年
度 

会
議
の
公
開
状
況 

銀行 

市役所 

中央 
公民館 

中央 
図書館 

すこやか病児・ 
　病後児保育室 
（中央4－853－6） 

至新青梅街道 

至東大和市駅 

東
大
和 

市
役
所
入
口 

青
梅
街
道 

�������������������

移動図書館「みずうみ号」巡回日程
巡回日巡回時間ステーション名

6 日（水）・20日（水）
午後1時30分～2時15分多摩湖畔自治会集会所前
午後2時30分～3時15分上北台団地東側
午後3時30分～4時15分蔵敷公民館

13日（水）・27日（水）
午後2時30分～3時15分向原市民センター
午後3時30分～4時15分清水神社境内

※悪天候の日はお休みします。運行については中央図書館までお問
い合わせください。

図書館からのお知らせ（7月）
おはなし会

実施日・時間対象（【　】は内容）場　所
  1  日（金）・15日（金）
午後3時30分～4 時

4歳～小学1年生
（保護者入場可）中央図書館

�042-564
-2454   9 日（土）・23日（土）

午後3時30分～4 時小学2年生以上

  8 日（金）・22日（金）
午前 10時30分～11時

3歳以下及び保護者
【わらべうたと絵本】桜が丘図書館

�042-567
-2231 14日（木）・28日（木）

午後3時30分～4 時4歳以上

14日（木）・28日（木）
午前 10時30分～11時

3歳以下及び保護者
【わらべうたと絵本】清原図書館

�042-564
-2944 13日（水）・27日（水）

午後3時30分～4 時4歳以上

※予約の必要はありません。当日直接会場にお越しください。

開館時間・休館日
日土金木水火月

午前 10時～
午後5時午前 10時～午後7時

休館日
 午前10 時 
～午後5時

中央図書館

午前 10時～午後5時
桜が丘図書館

休館日清原図書館
【休館日】毎週火曜日（清原図書館は毎週月曜日も休館） 、毎月第 3
木曜日、土・日曜日を除く祝日、年末年始、蔵書点検期間
中央図書館・桜が丘図書館：7月 5・12・18・19・21・26日
清原図書館 ：7月 4・5・11・12・18・19・21・25・26日

支
援
が
必
要
な 

児
童
・
生
徒
の 

理
解
推
進
講
演
会 

料
で
す
。
当
日
直
接
会
場
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　

７
月　

日
貊
午
後

２９

２
時　

分
か
ら

３０

※
開
場
は
午
後
２
時
か
ら

▽
場
所　

中
央
公
民
館
ホ
ー

ル▽
内
容　

講
演
「
発
達
障
害

の
あ
る
子
ど
も
が
抱
え
る
困

難
さ
と
は
〜
幼
稚
園
・
保
育

園
・
学
校
が
連
続
し
て
地
域

で
支
え
る
た
め
に
〜
」

▽
講
師　

堀
江
ま
ゆ
み
氏

（
白
梅
学
園
大
学
教
授
）

▽
問
合
せ　

学
校
教
育
課
・

内
線
１
５
２
６
ま
で
。

公開・
非公開

開催
回数附属機関等の名称

―0東大和市情報公開・個人情報保護審査会
公開3東大和市個人情報保護審議会
公開1東大和市特別職報酬等審議会
―0東大和市公務災害補償等審査会
公開1東大和市防災会議
公開2東大和市生活安全協議会
―0東大和市国民保護協議会
公開3東大和市国民健康保険運営協議会
公開3東大和市子ども・子育て支援会議
公開4東大和市青少年問題協議会
公開9東大和市男女共同参画推進審議会
非公開2東大和市民生委員推薦会
公開2東大和市地域福祉審議会
公開3東大和市介護保険運営協議会
非公開119東大和市介護認定審査会
非公開15東大和市障害支援区分判定審査会
―0東大和市予防接種健康被害調査委員会
公開3東大和市環境保全審議会
公開2東大和市廃棄物減量等推進審議会
公開1東大和市都市計画審議会
―0東大和市街づくり審査会
公開1東大和市交通安全対策審議会
公開1東大和市自転車等駐車対策協議会
公開5東大和市下水道使用料審議会
公開3東大和立野一丁目土地区画整理審議会
公開2東大和市学校給食センター運営委員会
公開11東大和市社会教育委員会議
公開1東大和市立郷土博物館協議会
公開1東大和市文化財専門委員会議
公開5東大和市生涯学習推進計画審議会
公開8東大和市立公民館運営審議会
公開3東大和市立図書館協議会

児童相談所全国共通ダイヤル� 189 「子どもへの虐待かも」と思った時は189（いちはやく）番へ、お電話ください。お近くの児童相談所につながります。匿名
でも連絡できます。連絡者や内容に関する秘密は守られます／問合せ　子ども家庭支援センター� 042-565-3651へ



東東東東東東東東東東ややややややややややままままままままままとととととととととと市市市市市市市市市市報報報報報報報報報報東やまと市報
2 0 1 6 ・ 7 ・ 1 市役所�０４２� ５６３ � ２１１１（代）

▽
参
加
費　

１
人　

円
（
昼
食

５００

代
）

▽
申
込
方
法　

往
復
は
が
き
の

往
信
面
に
「
見
学
会
参
加
希
望
」

と
明
記
し
、
参
加
す
る
方
全
員

の
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
住
所
、

電
話
番
号
ま
た
は
携
帯
電
話
番

号
（
お
持
ち
の
方
の
み
） 、
参
加

希
望
日
、
通
勤
ま
た
は
通
学
先

（
多
摩
地
域
在
住
で
な
い
方
の

み
）
を
記
入
し
、
次
の
宛
先
ま

で
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

※
は
が
き
１
枚
に
つ
き
、
２
人

ま
で
の
申
込
み
と
な
り
ま
す
。

▽
宛
先　

東
京
た
ま
広
域
資
源

循
環
組
合
「
夏
休
み
見
学
会
」

係
（
〒　
　

東
京
都
西
多
摩
郡

１９０-
０１８１

日
の
出
町
大
字
大
久
野
７
６
４

２
番
地
）

▽
申
込
期
限　

各
日
と
も
７
月

　

日
貂
必
着

１９▽
問
合
せ　

ご
み
対
策
課
・
内

線
１
２
４
１
ま
で
。

　

市
民
の
方
が
所
有
す
る
住
宅

ま
た
は
店
舗
の
リ
フ
ォ
ー
ム
を

市
内
の
建
設
業
者
に
発
注
し
た

場
合
、
工
事
費
用
の
一
部
を
予

算
の
範
囲
内
で
補
助
し
ま
す
。

　

平
成　

年
度
以
降
に
、
同
一

２６

の
住
宅
・
店
舗
で
こ
の
補
助
金

を
受
け
た
方
は
、
今
年
度
の
補

助
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

※
平
成　

年
度
以
前
に
同
一
住

２５

宅
・
店
舗
に
つ
い
て
、
こ
の
補

助
制
度
を
利
用
し
て
い
る
場
合

は
補
助
対
象
と
な
り
ま
す
。

▽
対
象
住
宅
・
店
舗　

市
内
に

所
有
す
る
自
己
居
住
用
の
住
宅
。

市
内
に
あ
る
自
己
営
業
用
の
小

売
店
舗
等
で
、
風
俗
営
業
法
の

規
制
を
受
け
な
い
も
の
。

※
自
己
営
業
用
の
店
舗
を
賃
借

し
て
い
る
場
合
も
対
象
に
な
り

ま
す
。

▽
対
象
工
事　

工
事
金
額
が
消

費
税
額
を
除
き　

万
円
以
上
で
、

１５

市
内
の
建
設
業
者
に
よ
り
行
う

増
改
築
工
事
。
ま
た
、
交
付
決

定
以
降
に
着
工
し
、
平
成　

年
２９

３
月　

日
ま
で
に
完
了
す
る
工

３１

事
で
あ
る
こ
と
。

※
申
請
前
に
着
工
し
た
工
事
は
、

補
助
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

▽
補
助
金
額　

工
事
金
額
の

５
％
以
内
で
、　

万
円
を
最
高

１０

限
度
と
し
ま
す
。

▽
問
合
せ　

産
業
振
興
課
・
内

線
１
０
７
５
ま
で
。

　

自
転
車
リ
サ
イ
ク
ル
協
力
店

で
は
、
放
置
自
転
車
を
整
備
・

再
生
し
て
販
売
を
し
て
い
ま
す

の
で
、 
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

市
は
、
条
例
に
基
づ
き
駅
周
辺

の
放
置
禁
止
区
域
内
で
撤
去
し

た
放
置
自
転
車
の
う
ち
、
保
管

期
限
の
過
ぎ
た
自
転
車
を
東
京

都
自
転
車
商
協
同
組
合
大
和
村

山
支
部
（
自
転
車
リ
サ
イ
ク
ル

協
力
店
）
に
無
償
譲
渡
し
て
い

ま
す
。

▽
東
大
和
市
自
転
車
リ
サ
イ
ク

ル
協
力
店　

小
榑
自
転
車
店

（
南
街
２
―　

―
４
。
�　

―

１１１

０４２

　

―
０
７
２
２
）、十
文
字
サ
イ

５６１ク
ル
（
南
街
２
―　

―　

。
�

７９

１３

　

す
で
に
指
定
収
集
袋
の
交
付

を
受
け
て
い
る
方
に
、　

月
以

１０

降
に
係
る
減
免
申
請
書
を
郵
送

し
て
い
ま
す
の
で
、届
き
次
第
、

手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

平
成　

年
に
市
内
に
転
入
さ

２８

れ
た
方
は
、
世
帯
員
全
員
が
非

課
税
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
書

類
も
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

新
た
に
該
当
す
る
方
は
、
ご

み
対
策
課
（
市
役
所
３
階
）
で

の
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
の

で
、 
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

該
当
要
件
は
、
ご
み
分
別
ガ
イ

ド
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

▽
問
合
せ　

ご
み
対
策
課
・
内

線
１
２
４
１
ま
で
。

�

　

皆
さ
ん
の
排
出
し
た
ご
み
が

ど
の
よ
う
に
処
理
さ
れ
て
い
る

か
、
確
か
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

詳
細
は
、
東
京
た
ま
広
域
資

源
循
環
組
合
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
対
象

�
多
摩
地
域
在
住
の
小
学
４
・

５
・
６
年
生
と
そ
の
保
護
者

※
小
学
生
１
人
に
つ
き
、
保
護

者
が
１
人
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

�
多
摩
地
域
在
住
・
在
勤
・
在

学
で
中
学
生
以
上
の
方

※
な
る
べ
く
２
人
１
組
で
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

▽
期
日
・
場
所　

左
表
の
と
お

り▽
定
員　

各
日　

組　

人

４０

８０

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
抽

 
選
と
な
り
ま
す
。

　

東
大
和
市
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
立
川
と
の
共
催
で
、　

月
１

１０

日
に
新
た
に
開
設
す
る
東
大
和

市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
は
〜

と
ふ
る
」
の
施
設
職
員
を
募
集

す
る
た
め
、
面
接
会
を
開
催
し

ま
す
。 
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　

７
月
８
日
貊
午
後
１

時
〜
４
時

※
受
付
は
午
後
０
時　

分
〜
３

３０

時　

分
３０

▽
場
所　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
立
川

３
階
会
議
室
（
立
川
市
緑
町
４

―
２
立
川
地
方
合
同
庁
舎
） 

▽
持
ち
物　

履
歴
書
（
写
真
を

添
付
し
た
も
の
）

▽
雇
用
形
態　

正
社
員

▽
募
集
職
種　

障
害
者
施
設
及

び
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
介

護
職
員
、
生
活
支
援
員
、
看
護

師
、
事
務
員
等

▽
就
業
場
所　

東
大
和
市
総
合

福
祉
セ
ン
タ
ー
「
は
〜
と
ふ
る
」

（
桜
が
丘
２
―　

―
６
）

５３

▽
雇
用
事
業
者　

社
会
福
祉
法

人
友
遊
会

※
詳
し
く
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

立
川
、
ま
た
は
東
大
和
市
役
所

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

▽
問
合
せ　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
立

川
ハ
ー
ト
フ
ル
ワ
ー
ク
コ
ー

ナ
ー
� 　

―　

―
８
６
２
９
へ 
。

０４２

５２５

　

独
立
行
政
法
人
中
小
機
構
中

小
企
業
大
学
校
東
京
校
Ｂ
ｕ
ｓ

ｉ
Ｎ
ｅ
ｓ
ｔ
（
ビ
ジ
ネ
ス
ト
）

で
は
、
売
り
上
げ
に
結
び
付
く

ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
開
設
準
備
の

ポ
イ
ン
ト
を
学
び
、
自
分
の
ネ

ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
開
設
プ
ラ
ン
を

作
成
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

開
催
し
ま
す
。 

▽
開
催
日
時　

７
月　

日
・　

１３

２０

日
、
８
月
３
日
・　

日
、
９
月

２４

７
日
（
全
て
水
曜
日
）
午
前　
１０

時
〜
正
午

▽
場
所　

中
小
企
業
大
学
校
東

京
校
（
東
大
和
市
桜
が
丘
２
―

　

―
５
）
Ｂ
ｕ
ｓ
ｉ
Ｎ
ｅ
ｓ
ｔ

１３７３
階
セ
ミ
ナ
ー
ル
ー
ム

▽
定
員　
　

人
３０

▽
講
師　

大
森
渚
氏
（
中
小
企

業
基
盤
整
備
機
構
販
路
開
拓
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
）

▽
参
加
費　

無
料

▽
申
込
み　

詳
細
は
、
中
小
機

構
ビ
ジ
ネ
ス
ト
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
申
込
み
は
全
て
の
回
に
参
加

で
き
る
こ
と
を
前
提
と
し
ま
す
。

個
別
の
回
の
み
の
参
加
は
で
き

ま
せ
ん
。

▽
問
合
せ　

中
小
企
業
大
学
校

Ｂ
ｕ
ｓ
ｉ
Ｎ
ｅ
ｓ
ｔ
（
ビ
ジ
ネ

ス
ト
）
担
当
� 　

―　

―
１
１

０４２

５６５

９
５
へ
。

　

老
人
福
祉
施
設
は
、
市
内
在

住
で　

歳
以
上
の
方
、
ま
た
は

６０

そ
の
方
が
組
織
す
る
団
体
が
利

用
で
き
る
施
設
で
す
が
、　

歳
６０

未
満
の
方
で
組
織
す
る
団
体
で

も
、
夜
間
で
あ
れ
ば
有
料
で
使

用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

詳
細
は
、
対
象
施
設
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
対
象
施
設

�
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
�　

―
０４２

　

―
３
６
０
０

５６２�
上
北
台
老
人
福
祉
館
�　

―
０４２

　

―
２
６
９
１

５６７�
南
街
老
人
福
祉
館
�　

―　
０４２

５６５

―
４
７
３
６

�
向
原
老
人
福
祉
館
�　

―　
０４２

５６５

―
４
１
１
１

�
清
原
老
人
福
祉
館
�　

―　
０４２

５６４

―
２
９
４
０

▽
休
館
日　

毎
週
月
曜
日
、
祝

日
（
敬
老
の
日
は
除
く
）、　

月
１２

　

日
〜
１
月
３
日

２８【　

歳
未
満
の
方
が
使
用
す
る

６０
場
合
】

▽
対
象　

市
内
在
住
の
方
で
組

織
す
る
団
体

▽
時
間　

午
後
６
時
〜　

時
１０

▽
使
用
料

�
図
書
室
・
集
会
室 

：　

円
６００

�
教
養
娯
楽
室

：　

円
８００

▽
問
合
せ　

対
象
施
設
ま
た
は

市
民
生
活
課
・
内
線
１
７
１
４

ま
で
。

夏休み処分場 
　　バス見学会 

ごみのゆくえを知ろう！ 

参加者を募集します 

東
大
和
市
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
立
川
が
面
接
会
を
開
催 

東
大
和
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー 

　
「
は
〜
と
ふ
る
」
施
設
職
員
を
募
集 

住
宅
・
店
舗 

リ
フ
ォ
ー
ム
資
金 

　
　
補
助
金
制
度 

 老
人
福
祉
施
設
は
夜
間
で
あ
れ
ば
 

　
60
 歳
未
満
の
方
も
利
用
で
き
ま
す
 

放
置
自
転
車
の 

　
　
リ
サ
イ
ク
ル 

リ
サ
イ
ク
ル
協
力
店
で 

　
　
販
売
し
て
い
ま
す 

　

―　

―
３
８
１
６
）

０４２

５６１

※
価
格
・
台
数
等
は
、
取
り
ま

と
め
店
の
小
榑
自
転
車
店
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

土
木
課
・
内
線
１

２
１
３
ま
で
。

消
費
生
活
注
意
喚
起
情
報 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の 

サ
イ
ト
利
用
に
よ
る 

不
当
請
求
に
ご
注
意
を 

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ア
ダ
ル

ト
サ
イ
ト
か
ら
、
高
額
な
料
金

を
請
求
さ
れ
る
と
い
う
相
談
が

後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
退
会
す
る

た
め
に
、
表
示
さ
れ
た
番
号
に

電
話
を
か
け
る
と
「
支
払
わ
な

い
と
法
的
な
手
続
き
に
な
る
」

「
住
所
を
調
べ
て
請
求
に
行

く
」
な
ど
と
脅
し
ま
が
い
の
こ

と
を
言
わ
れ
、
支
払
っ
て
し
ま

う
と
、
相
手
か
ら
の
請
求
が
エ

ス
カ
レ
ー
ト
し
て
い
き
ま
す
。

相
手
に
連
絡
す
る
こ
と
は
、
個

人
情
報
を
与
え
て
し
ま
う
危
険

が
あ
る
た
め
、
決
し
て
行
わ
な

い
で
く
だ
さ
い
。
も
し
、
連
絡

し
て
脅
さ
れ
て
も
、
契
約
自
体

が
成
立
し
て
い
な
い
ケ
ー
ス
が

ほ
と
ん
ど
で
す
。
ま
た
、
支
払

っ
て
し
ま
う
と
取
り
戻
す
こ
と

は
困
難
で
す
。
き
然
と
し
た
態

度
で
断
り
、
料
金
を
支
払
わ
ず

に
、
消
費
生
活
相
談
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
は
、
公
的
な
解
決
機

関
に
み
せ
か
け
た
団
体
の
広
告

も
多
数
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

高
額
な
費
用
の
み
を
支
払
わ
さ

れ
、
結
局
解
決
は
さ
れ
な
い
と

い
っ
た
二
次
被
害
も
発
生
し
て

い
ま
す
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

▽
問
合
せ　

市
民
生
活
課
・
内

線
１
７
１
３
ま
で
。

初
心
者
編 

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ 

E
C
多
摩
カ
フ
ェ
 

家
庭
廃
棄
物 

　
処
理
手
数
料
の 

　
　
　
減
免
申
請 

〜
指
定
収
集
袋
の
交
付
〜 

▲東大和市総合福祉センター　は～とふる

今月の不燃ごみは 12日から 15日までの間に収集します 各地域、収集曜日が異なりますので、ごみ排出カレンダーをご確認くださ
い／問合せ　ごみ対策課・内線 1241 まで

イメージ図

ふじみ衛生組合（調布市）
二ツ塚処分場・谷戸沢処分場見学先

1 8月5日貊期日

JR三鷹駅北口付近集合・解散場所

西多摩衛生組合（羽村市）
二ツ塚処分場・谷戸沢処分場見学先

2 8月19日貊期日

JR立川駅北口徒歩6分
「曙町2丁目」交差点付近集合・解散場所
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■
（
任
意
）
高
齢
者
肺
炎
球
菌

ワ
ク
チ
ン
〜
特
定
の
病
気
等
が

あ
る
方
の
接
種
費
用
の
一
部
を

助
成
し
ま
す
〜

対
象
者　

次
の
全
て
に
該
当
す

る
方　

①
市
内
に
住
所
を
有
し
、

昭
和　

年
４
月
１
日
以
前
に
生

２７

ま
れ
た
方
（
５
年
以
内
に
接
種

し
た
方
は
除
く
）　

②　

心
臓
、

（ア）

腎
臓
ま
た
は
呼
吸
器
に
、
疾
病

や
機
能
障
害
ま
た
は
ヒ
ト
免
疫

不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
免
疫
機

能
に
障
害
が
あ
る
等
で
、
医
師

が
必
要
と
判
断
し
た
方　

疾
（イ）

病
・
障
害
等
に
よ
り
、
肺
炎
重

症
化
の
リ
ス
ク
が　

と
同
程
度

（ア）

に
高
く
、
医
師
が
必
要
と
判
断

し
た
方　

③
接
種
歴
が
あ
り
、

今
年
度
定
期
予
防
接
種
の
対
象

者
と
な
ら
な
い
方　

④
過
去
に

公
費
助
成
に
よ
る
予
防
接
種
を

受
け
た
こ
と
が
な
い
方
／
接
種

期
限　

平
成　

年
３
月　

日
貊

２９

３１

／
場
所　

市
内
指
定
医
療
機
関

／
定
員　
　

人
（
申
込
順
。
定

１００

員
に
な
り
次
第
終
了
）
／
接
種

回
数　

１
回
／
接
種
費
用　

自

己
負
担
六
、
〇
〇
〇
円
（
生
活

保
護
世
帯
等
は
無
料
）／
申
込
み

市
立
保
健
セ
ン
タ
ー
の
窓
口
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

市
立
保
健
セ
ン
タ

ー
�　

―　

―
５
２
１
１
ま
で
。

０４２

５６５

■
乳
幼
児
の
身
長
・
体
重
計
測

　

就
学
前
ま
で
の
乳
幼
児
／
７

月
７
日
貅
午
前
９
時　

分
〜　

３０

１１

時
／
場
所　

市
立
保
健
セ
ン
タ

ー
／
母
子
健
康
手
帳
／
当
日
直

接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
市
役
所
耐
震
工
事
中
に
つ
き
、

駐
車
場
が
大
変
混
み
合
い
ま
す
。

時
間
に
余
裕
を
持
っ
て
お
越
し

く
だ
さ
い
。

■
乳
幼
児
健
康
診
査

　

左
表
の
と
お
り
／
場
所　

市

立
保
健
セ
ン
タ
ー
／
対
象
者
に

は
、 個
別
に
通
知
し
て
い
ま
す
。

■
幼
児
の
む
し
歯
予
防
教
室

　

１
歳
〜
１
歳
６
か
月
の
幼
児

と
そ
の
保
護
者
／
７
月　

日
貉

２７

午
前　

時
〜　

時
／
場
所　

市

１０

１１

立
保
健
セ
ン
タ
ー
／　

人
（
申

２４

込
順
。
定
員
を
超
え
た
場
合
は

９
月
下
旬
の
教
室
に
な
り
ま
す
。

日
程
は
９
月
発
行
の
市
報
を
ご

覧
く
だ
さ
い
）
／
歯
と
食
生

活
・
上
手
な
歯
の
磨
き
方
・
生

活
リ
ズ
ム
の
話
／
歯
科
衛
生
士
、

栄
養
士
、
保
育
士
／
母
子
健
康

手
帳

■
育
児
相
談
会
〜
イ
ル
カ
グ
ル

ー
プ

　

同
年
代
の
お
母
さ
ん
と
楽
し

く
お
し
ゃ
べ
り
し
ま
せ
ん
か
。

　
　

歳
以
上
で
第
１
子
を
出
産

３５
し
た
お
母
さ
ん
と
そ
の
お
子
さ

ん
（
１
歳
４
か
月
ま
で
の
乳
幼

児
）
／
７
月　

日
貉
午
前
９
時

１３

　

分
〜　

時
／
場
所　

市
立
保

３０

１１

健
セ
ン
タ
ー
／
母
子
健
康
手
帳

／
当
日
直
接
会
場
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

■
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

　

気
持
ち
が
不
安
定
に
な
り
、

専
門
医
に
受
診
す
べ
き
か
ど
う

か
悩
ん
で
い
る
方
や
そ
の
家
族

の
た
め
に
、
こ
こ
ろ
の
健
康
に

つ
い
て
保
健
師
や
専
門
医
が
相

談
に
の
り
ま
す
。

　

７
月
６
日
貉
午
前　

時
〜
正

１０

午（
事
前
申
込
制
）／
場
所　

市

立
保
健
セ
ン
タ
ー

■
愛
の
血
液
助
け
合
い
運
動

　

７
月
１
日
〜　

日
の
１
か
月

３１

間
、
愛
の
血
液
助
け
合
い
運
動

月
間
と
し
て
、
全
国
的
な
献
血

運
動
が
展
開
さ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

�
以
上
の
申
込
み
・
問
合
せ
は
、

市
立
保
健
セ
ン
タ
ー
�　

―　
０４２

５６５

―
５
２
１
１
ま
で
。

■
市
へ
の
ご
寄
付

　

次
の
方
か
ら
市
へ
の
ご
寄
付

が
あ
り
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。（
敬
称
略
）

○
現
金　
　

万
円

３０

　

新
倉　

啓
介

　

市
の
た
め
に
有
効
に
活
用
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー
〜
７
月

の
テ
ー
マ
は
「
高
木
」
で
す

　

市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー
（
市
役

所
３
階
）の
今
月
の
テ
ー
マ
は
、

市
内
で
４
番
目
に
誕
生
し
た
町

「
高
木
」
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。

　

明
治　

年
に
、芋
窪
、蔵
敷
、

１７

奈
良
橋
、
高
木
、
狭
山
、
清
水

の
６
か
村
が
、
東
大
和
市
の
前

身
と
な
る
「
高
木
村
外
五
ヶ
村

連
合
」
を
つ
く
り
ま
し
た
。

　

現
在
の
市
役
所
に
当
た
る
連

合
戸
長
役
場
が
、
今
の
高
木
神

社
社
務
所
の
と
こ
ろ
に
あ
り
ま

し
た
。
高
木
の
あ
れ
こ
れ
を
写

真
や
資
料
で
紹
介
し
ま
す
／
文

書
課
・
内
線
１
３
２
１
ま
で
。

■
審
議
会
等

　

審
議
会
等
の
傍
聴
が
で
き
ま

す
（
当
日
先
着
順
）。
当
日
直
接

会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◎
環
境
保
全
審
議
会

　

７
月
７
日
貅
午
後
１
時　

分
３０

〜
３
時　

分
／
場
所　

中
央
公

３０

民
館
／
議
題　

東
大
和
市
環
境

基
本
計
画
に
つ
い
て
／
傍
聴
者

の
定
員　
　

人
／
環
境
課
・
内

１０

線
１
２
７
４
ま
で
。

◎
男
女
共
同
参
画
推
進
審
議
会

　

７
月　

日
貉
午
後
７
時
か
ら

１３

／
場
所　

中
央
公
民
館
／
傍
聴

者
の
定
員　

５
人
／
市
民
生
活

課
・
内
線
１
７
１
５
ま
で
。

◎
社
会
教
育
委
員
会
議

　

７
月　

日
貅
午
後
３
時
か
ら

２１

／
場
所　

南
街
公
民
館
／
傍
聴

者
の
定
員　

５
人
／
社
会
教
育

課
・
内
線
１
５
５
３
ま
で
。　

◎
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
運
営
委

員
会

　

７
月　

日
貅
午
後
２
時
か
ら

２１

／
場
所　

市
役
所
会
議
棟
第

６
会
議
室
／
議
題　

平
成　

年
２７

度
東
大
和
市
学
校
給
食
会
計
収

入
支
出
決
算
の
報
告
等
／
傍
聴

者
の
定
員　
　

人
／
給
食
課
�

１０

　

―　

―
１
２
８
２
ま
で
。

０４２

５６４

◎
生
涯
学
習
推
進
計
画
審
議
会

　

７
月　

日
豺
午
前　

時
か
ら

２５

１０

／
場
所　

中
央
図
書
館
／
傍
聴

者
の
定
員　

５
人
／
社
会
教
育

課
・
内
線
１
５
５
４
ま
で
。

◎
地
域
福
祉
審
議
会

　

８
月
８
日
豺
午
後
７
時
〜
９

時
／
場
所　

市
役
所
会
議
棟
第

１
・
２
会
議
室
／
傍
聴
者
の
定

員　
　

人
／
手
話
通
訳
が
必
要

１０

な
方
は
、
７
月　

日
貊
ま
で
に

２２

ご
連
絡
く
だ
さ
い
（
フ
ァ
ク
ス

　

―　

―
５
９
３
０
）
／
福
祉

０４２

５６３

推
進
課
・
内
線
１
１
３
１
ま
で
。

■
下
水
道
管
調
査

　

市
で
は
、
下
水
道
施
設
の
状

態
（
つ
ま
り
、
堆
積
、
損
傷
、

劣
化
等
）
の
確
認
を
目
的
と
し

て
、
定
期
的
に
下
水
道
管
の
調

査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

調
査
作
業
は
道
路
上
で
行
い

ま
す
。
そ
の
た
め
一
時
車
両
の

通
行
を
規
制
さ
せ
て
い
た
だ
く

場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
際
は

別
途
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

調
査
期
間　

７
月
上
旬
〜　

月
１１

下
旬
／
調
査
予
定
時
間　

午
前

�

開始時間受付時間健   診  日対象者（生年月日）健　診　名

午後 1 時
午後 0 時45分 
    ～ 1 時15分

7 月15日（金）平成 28年  3 月 10日 ～ 3 月30日3～ 4 か月児
健 康 診 査

7 月 5 日（火）平成 26年 12 月  9  日      ～平成27年  1 月 4 日1歳 6 か月児
健 康 診 査 7 月26日（火）平成 27年  1 月 5  日      ～ 1 月20日

7 月 8 日（金）平成 25年  5 月 16日      ～ 6 月  5 日
3 歳 児
健 康 診 査 7 月22日（金）平成 25年  6 月 6  日      ～ 6 月24日

7 月29日（金）平成 25年  6 月25日      ～ 7 月 15日

7 月12日（火）平 成 23年  3 月28日 　   ～ 4  月16日5 歳 児
健 康 診 査

９
時
〜
午
後
５
時
／
調
査
予
定

場
所　

芋
窪
５
・
６
丁
目
、蔵
敷

３
丁
目
、奈
良
橋
５
・
６
丁
目
、

高
木
３
丁
目
、
狭
山
５
丁
目
、

清
水
４
〜
６
丁
目
、
中
央
１
丁

目
、
南
街
１
丁
目
、
仲
原
１
〜

４
丁
目
、
向
原
１
〜
４
丁
目
、

清
原
１
・
２
・
４
丁
目
の
各
一

部
／
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
／
下
水
道
課
・
内
線
１

２
３
３
ま
で
。

　

市
内
在
住
で　

歳
以
上
の
方

４０

／
８
月
１
日
豺
〜
９
月　

日
貊

３０

（
医
療
機
関
の
休
診
日
は
除
く
）

／
場
所　

市
内
指
定
医
療
機
関

／
一
、
二
〇
〇
人
（
抽
選
）
／

問
診
、
便
潜
血
検
査
（
２
日
法
）

／
検
診
票
は
７
月
下
旬
頃
に
発

送
し
ま
す
。

【
検
診
の
申
込
方
法
】

�
郵
送 

：

は
が
き
に
下
記
の
と

お
り
記
入
し
、７
月
８
日
貊（
消

印
有
効
）
ま
で
に
郵
送
し
て
く

だ
さ
い
。

※　

円
は
が
き
は
、
必
ず
２
円

５０
切
手
を 
貼 
っ
て
く
だ
さ
い
。

は

※
は
が
き
１
枚
に
つ
き
１
検
診

の
申
込
み
と
し
ま
す
。
不
備
の

あ
る
も
の
は
受
付
で
き
ま
せ
ん
。

�
電
子
申
請

：

７
月
８
日
貊
ま

で
に
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

�
窓
口

：

７
月
８
日
貊
午
後
５

時
ま
で
に
市
立
保
健
セ
ン
タ
ー

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
初
め
て
の
方
を
優
先
し
ま
す
。

※
検
診
の
申
込
み
に
関
す
る
お

問
合
せ
は
、
７
月
８
日
貊
午
後

５
時
ま
で
に
お
願
い
し
ま
す
。

▽
問
合
せ　

市
立
保
健
セ
ン
タ

ー
�　

―　

―
５
２
１
１
ま
で
。

０４２

５６５

大
腸
が
ん
検
診 

 
※
大
腸
が
ん
検
診
 

　
　
　
　
　
　
　
申
込
み
 

918

東
大
和
市
立
保
健
セ
ン
タ
ー
行
 

2 0 7 0 0 １
 
５
 1. 申込者の住所 

2. 氏名（ふりがな） 

3. 生年月日・性別・年齢 

4. 電話番号 

 

（はがきウラ） 

－
 

－
 

東
大
和
市
中
央
3
　
　
　
1

52円分 
の切手 

　

熱
中
症
の
症
状
は「
め
ま
い
、

立
ち
く
ら
み
、手
足
の
し
び
れ
、

筋
肉
の
こ
む
ら
返
り
、
気
分
が

悪
い
」
な
ど
で
す
。

　

熱
中
症
が
疑
わ
れ
る
人
を
見

か
け
た
ら
、周
り
に
い
る
方
で
、

応
急
処
置
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

次
の
よ
う
な
対
応
が
有
効
で
す
。

○
涼
し
い
場
所
へ
移
動　

風
通

し
の
よ
い
日
陰
や
冷
房
の
効
い

て
い
る
場
所
へ
移
動
さ
せ
る
。

○
水
分
・
塩
分
の
補
給　

水

分
・
塩
分
を
与
え
る
。

○
衣
服
を
脱
が
せ
る　

首
元
を

緩
め
る
な
ど
し
て
体
か
ら
熱
を

逃
す
。

○
体
を
冷
や
す　

皮
膚
に
水
を

か
け
て
、
う
ち
わ
や
扇
風
機
な

ど
で
風
を
送
る
。
首
や
脇
、
足

の
付
け
根
な
ど
太
い
血
管
の
通

り
道
に
、
氷
水
や
冷
や
し
た
タ

オ
ル
な
ど
を
当
て
る
。

　

な
お
、
自
分
で
水
が
飲
め
な

い
、
意
識
が
な
い
場
合
は
、
す

ぐ
に
救
急
車
を
呼
び
ま
し
ょ
う
。

▽
問
合
せ　

市
立
保
健
セ
ン
タ

ー
�　

―　

―
５
２
１
１
ま
で
。

０４２

５６５

熱
中
症
の
応
急
処
置
 

▽
診
療
日　

７
月　

日
豺

１８

▽
受
付
時
間　

午
前
９
時　

分
３０

〜
午
後
４
時

▽
場
所　

竹
下
歯
科
医
院
（
上

北
台
１
―　

―　

）
�　

―　

８８６

２８

０４２

５６４

―
０
４
１
８

▽
持
ち
物　

保
険
証
（
乳
幼
児

医
療
証
等
を
お
持
ち
の
方
は
併

せ
て
お
持
ち
く
だ
さ
い
）

※
受
診
前
に
、
必
ず
歯
科
医
療

機
関
に
確
認
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
市
内
の
歯
科
医
療
機
関
に
よ

る
輪
番
制
な
の
で
、
毎
回
場
所

が
異
な
り
ま
す
。

▽
問
合
せ　

市
立
保
健
セ
ン
タ

ー
�　

―　

―
５
２
１
１
ま
で
。

０４２

５６５

住宅機器 
販売店 

郵便局 

新青梅街道 

東大和 
警察署 

北多摩西部 
消防署 

竹下歯科医院 

上
北
台
駅
 

7
月
の
祝
日
等
 

　
 歯
科
応
急
診
療
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�
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救急受診ガイド 病院？救急車？迷ったら、東京消防庁救急相談センター�♯ 7119へ / 休日や夜間の急な病気の時に、診察を行っている医療機関をテレホン
サービスでご案内します。東京都医療機関案内サービスひまわり� 03-5272-0303、ファクス 03-5285-8080（聴覚障害者専用）へ

������������������������



東東東東東東東東東東ややややややややややままままままままままとととととととととと市市市市市市市市市市報報報報報報報報報報東やまと市報
2 0 1 6 ・ 7 ・ 1 市役所�０４２� ５６３ � ２１１１（代）�

■
屋
外
広
告
物
講
習
会

　

東
京
都
内
で
屋
外
広
告
業
を

営
ん
で
い
る
方
ま
た
は
営
も
う

と
し
て
い
る
方
／
８
月　

日
２３

貂
・　

日
貉
午
前
９
時　

分
〜

２４

２０

午
後
４
時　

分
／
場
所　

東
京

４５

都
社
会
福
祉
保
健
医
療
研
修
セ

ン
タ
ー
講
堂
／
定
員　
　

人
１５８

（
申
込
順
）
／
受
講
料　

四
、

九
〇
〇
円
（
別
途
、
指
定
テ
キ

ス
ト
要
）
／
申
込
書
の
配
布
場

所　

東
京
都
、
土
木
課
（
市
役

所
２
階
）
／
申
込
み　

７
月　
１１

日
豺
〜　

日
貊
午
前
９
時　

分

１５

３０

〜
午
後
３
時
（
正
午
〜
１
時
は

除
く
）
の
間
、
申
込
書
に
受
講

料
を
添
え
て
、
東
京
都
都
市
整

備
局
緑
地
景
観
課
（
都
庁
第
二

本
庁
舎　

階
）
へ
持
参
／
東
京

２１

都
都
市
整
備
局
緑
地
景
観
課
�

　

―
５
３
８
８
―
３
３
３
５
へ
。

０３■
社
会
福
祉
協
議
会

◎
７
月
は
会
員
増
強
月
間
で
す

　

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
よ

り
多
く
の
方
々
に
会
員
に
な
っ

て
い
た
だ
く
た
め
、
７
月
を
会

員
増
強
月
間
と
し
て
い
ま
す
。

会
員
の
輪
が
広
が
る
こ
と
で
、

皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
善
意
が

地
域
福
祉
を
支
え
る
柱
と
な
り
、

さ
ら
に
充
実
し
た
福
祉
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
こ
の
機
会
に
一
人
で
も
多

く
の
方
に
会
員
に
な
っ
て
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。
な
お
、
増
強
月

間
以
外
で
も
常
時
会
員
を
募
集

し
て
い
ま
す
／
社
会
福
祉
協
議

会
�　

―　

―
０
０
１
２
へ
。

０４２

５６４

◎
ふ
く
し
法
律
相
談

　

高
齢
者
や
障
害
者
等
の
方
で
、

判
断
能
力
の
不
十
分
な
方
の
権

利
擁
護
相
談
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
利
用
に
際
し
て
の
苦
情
、
生

活
上
で
法
律
的
な
解
決
が
必
要

な
こ
と
な
ど
、
専
門
的
判
断
が

必
要
と
さ
れ
る
相
談
に
、
弁
護

士
が
無
料
で
お
答
え
し
ま
す
。

　

７
月　

日
貅
午
後
１
時　

分

２８

３０

〜
４
時　

分
（
１
件
に
つ
き　

１５

４５

分
間
）
／
相
談
は
申
込
制
で
す
。

事
前
に
相
談
の
概
況
を
お
伺
い

し
ま
す
／
申
込
み　

社
会
福
祉

協
議
会
あ
ん
し
ん
東
大
和
�　
０４２

―　

―
０
０
１
８
へ
。

５９０
◎
あ
ん
し
ん
東
大
和
講
演
会

『
あ
な
た
の
「
困
っ
た
！
」
弁

護
士
に
聞
く
？
』
〜
敷
居
の
低

い
「
弁
護
士
」
の
は
な
し
〜

　

身
体
の
こ
と
を
「
か
か
り
つ

け
医
」
に
相
談
す
る
よ
う
に
、

身
の
回
り
の
困
り
ご
と
を
気
軽

に
弁
護
士
に
相
談
で
き
た
ら
安

心
で
す
ね
。 身
近
な 「
困
っ
た
！ 
」

を
、
ク
イ
ズ
を
交
え
て
解
説
し

ま
す
。

　

７
月　

日
貅
午
前　

時
〜
正

２８

１０

午
（
受
付
は
午
前
９
時　

分
か

３０

ら
）
／
場
所　

社
会
福
祉
協
議

会
／　

人
（
申
込
順
）
／
講
師

４０

杉
野
公
彦
氏
（
ひ
め
し
ゃ
ら
法

律
事
務
所
）
／
手
話
通
訳
・
要

約
筆
記
有
り
／
申
込
み　

７
月

　

日
豺
ま
で
に
社
会
福
祉
協
議

２５会
あ
ん
し
ん
東
大
和
�　

―　
０４２

５９０

―
０
０
１
８
へ
。

■
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
〜

仕
事
の
受
注

仕
事
の
内
容　

住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム（
大
工
・
内
装
・
電
気
工
事
）、

 
襖 
・
障
子
・
網
戸
張
り
替
え
、

ふ
す
ま

洋
服
直
し
、家
事
援
助（
掃
除
、

洗
濯
、
食
事
作
り
）、
除
草
、
屋

内
外
の
清
掃
、
植
木
せ
ん
定
、

ハ
チ
の
巣
駆
除
、チ
ラ
シ
配
布
、

パ
ソ
コ
ン
教
室
（
ワ
ー
ド
・
エ

ク
セ
ル
） 、 パ
ソ 
コ
ン
周
辺
機
器

の
設
定
、
毛
筆
宛
名
・
賞
状
書

き
な
ど
、
家
庭
内
の
困
り
ご
と

が
あ
り
ま
し
た
ら
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
な
お
、
料
金
は
仕
事
の

内
容
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
／

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
�　
０４２

―　

―
０
５
３
１
へ
。

５６５

　
□
少
年
少
女
軟
式
野
球
体
験
会

（
八
小
ラ
イ
ダ
ー
ス
）／
小
学
生

（
野
球
未
経
験
で
も
可
）／
７
月

２
日
貍
は
午
後
１
時　

分
〜
４

３０

時
、
３
日
豸
・
９
日
貍
・　

日
豸

１０

は
午
前
９
時
〜　

時　

分
／
■場

１１

３０

第
八
小
学
校
校
庭
／
事
前
申
込

制
／
コ
ー
チ
が
丁
寧
に
指
導
。

お
楽
し
み
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
有
。

詳
細
は
、
八
小
ラ
イ
ダ
ー
ス
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
（
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
へ
の
リ

ン
ク
が
あ
り
ま
す
）
／
■申
 

陸
川

８
sh
o.raid

ers.h
ig
ash
iy
am
a

to@
g
m
ail.com

へ
。

□
読
書
会
（
東
大
和
子
ど
も
の

本
を
読
む
会
）
／
子
ど
も
〜
大

人
／
７
月　

日
貍
午
前　

時　

１６

１０

１５

分
〜
正
午
／
■場
中
央
図
書
館
／

「　

分
の
１
の
冒
険
」
マ
リ
ア

１２
ン
・
マ
ロ
ー
ン
作
／
■費
 
　

円
／

１００

■問
 

小
原　

―　

―
９
０
５
４

０４２

５６１

□
市
民
体
育
大
会
（
軟
式
野
球

大
会
）
兼
秋
季
野
球
大
会
〔
軟

式
野
球
連
盟
〕
／
市
内
在
住
・

在
勤
の
方
で
編
成
し
た
チ
ー
ム

／
８
月
７
日
以
降
の
毎
週
日
曜

日
午
前
８
時
〜
午
後
５
時
／
■場

東
大
和
市
ロ
ン
ド
上
仲
原
野
球

場
他
／
登
録
受
付　

７
月　

日
１５

貊
・　

日
貍
午
後
６
時　

分
〜

１６

３０

８
時

：

中
央
公
民
館
〔
登
録
者

名
簿
、一
万
二
千
円（
参
加
費
）、

二
千
円（
登
録
費
。
初
登
録
チ
ー

ム
の
み
）を
お
持
ち
く
だ
さ
い
〕

／
代
表
者
会
議　

７
月　

日
貊

２２

午
後
６
時　

分
か
ら

：

中
央
公

３０

民
館
（
代
表
者
会
議
で
の
登
録

は
で
き
ま
せ
ん
）／
■問
 

小
山　
０４２

―　

―
０
０
５
０

５６３
□
東
大
和
夏
休
み
お
盆
行
事
と

伝
統
文
化
親
子
体
験
教
室
（
い

け
は
な
ｗ
ｏ
ｒ
ｋ
ｓ
東
大
和
市

支
部
）
／
小
学
１
年
生
以
上
及

び
そ
の
保
護
者
／
８
月　

日　
１１

（祝）

午
前　

時
〜
午
後
３
時
／
■場
南

１０

街
公
民
館
／
茶
道
・
華
道
・
投

扇
な
ど
お
盆
行
事
と
合
わ
せ
て

体
験
し
ま
す
／　

人（
申
込
順
）

１２

／
■費
 

二
千
円
（
茶
菓
・
花
代
実

費
）
／
持
ち
物
な
ど
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
／
■問
 

山
内　
０４２

―　

―
４
０
２
２

４７１
□
副
音
声
ガ
イ
ド
・
字
幕
付
映

画
会
「
海
街
ｄ
ｉ
ａ
ｒ
ｙ
」（
ひ

と
み
サ
ー
ク
ル
）／
７
月　

日
１６

貍
午
後
１
時
開
場
、１
時　

分
開

３０

演
／
■場
社
会
福
祉
協
議
会
／
■問
 

社
会
福
祉
協
議
会　

―　

―
０

０４２

５６４

０
１
２

□
介
護
家
族
の
会
「
し
ゃ
ぼ
ん

玉
」（
ま
め
の
会
）
／
高
齢
者
を

介
護
し
て
い
る
方
、
経
験
者
他

／
７
月　

日
豸
午
前　

時
〜
正

１７

１０

午
／
■場
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
え
ん
ど

う
ま
め
／
情
報
交
換
等
／
認
知

症
の
ご
家
族
と
同
伴
可
／
■費
 
　
１００

円
／
■問
 

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
え
ん
ど

う
ま
め　

―　

―
９
７
７
８

０４２

５６５

□
地
域
交
流
の
場
ま
め
家
（
ま

め
の
会
）
／
子
ど
も
連
れ
の
方

も
可
／
①
７
月　

日
豸
盆
踊
り

１７

②
８
月
７
日
豸
冷
た
い
お
や
つ

作
り
③
８
月　

日
豸
グ
ル
ー
プ

２１

ホ
ッ
ト
ス
マ
イ
ル
の
歌
／
午
後

１
時　

分
〜
４
時
／
■場
デ
イ
サ

３０

ー
ビ
ス
え
ん
ど
う
ま
め
／　

人
１０

（
申
込
順
）／
介
護
予
防
の
集
ま

り
／
■費
 
　

円
／
■申
 

①
②
③
前
日

３００

ま
で
に
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
え
ん
ど

う
ま
め　

―　

―
９
７
７
８
へ
。

０４２

５６５

□
テ
ニ
ス
男
子
ダ
ブ
ル
ス
Ａ

（
テ
ニ
ス
連
盟
）／
市
内
在
住
・

在
勤
・
在
学
の
中
学
生
以
上
の

ペ
ア
（
中
・
上
級
者
）／
８
月　
２８

日
豸
午
前
８
時　

分
〜
午
後
６

２０

時
（
予
備
日
９
月　

日
�
）
／

１９

■場
東
大
和
市
ロ
ン
ド
テ
ニ
ス
ス

ク
エ
ア
／
■費
 

１
ペ
ア
二
千
円
、

大
人
と
中
高
生
ペ
ア
千
五
百
円
、

中
高
生
ペ
ア
千
円
／
■申
 

８
月　
１２

日
ま
で
に
東
大
和
市
ロ
ン
ド
み

ん
な
の
体
育
館
の
台
帳
に
記
入

／
■問
 

テ
ニ
ス
連
盟
メ
ー
ル h

y
t

@
hytennis.org

□
夢
の
「
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
」
会

員
募
集
（
日
本
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢

協
会
東
大
和
市
芋
窪
支
部
）
／

毎
週
日
曜
日
午
前
９
時
〜
正
午

／
■場
蔵
敷
公
民
館
／
腹
式
呼
吸

法
を
取
り
入
れ
て
、
健
康
促

進
・
病
気
予
防
に
も
な
り
ま
す

／
■費
 

１
回　

円
／
■問
 

田
中　

―

２００

０９０

３
５
１
６
―
１
１
６
９

□
社
交
ダ
ン
ス
会
員
募
集
（
こ

す
も
す
）
／
毎
週
水
曜
日
午
前

　

時
〜
正
午
／
■場
奈
良
橋
市
民

１０セ
ン
タ
ー
／
初
心
者
も
可
／
■入
 

千
円
／
■月
 

二
千
円
／
■問
 

大
西　
０９０

―
４
３
７
２
―
６
８
４
５

　
□
障
が
い
児
・
者
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
養
成
講
座
〜
都
立
村
山
特
別

支
援
学
校
主
催
・
東
京
小
児
療

育
病
院
協
力
／
８
月
３
日
〜　
１２

月
３
日
（
全
９
回
。
詳
細
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）
／
■場

都
立
村
山
特
別
支
援
学
校
、
東

京
小
児
療
育
病
院
／
障
害
の
あ

る
人
た
ち
と
の
ふ
れ
あ
い
や
車

い
す
等
体
験
／
■費
 
　

円
（
ボ
ラ

５００

ン
テ
ィ
ア
保
険
）
／
■申
 

７
月　
１３

日
ま
で
に
都
立
村
山
特
別
支
援

学
校
�　

―　

―
２
７
８
１
へ
。

０４２

５６４

□
第　

回
市
民
公
開
講
座
（
公

１８

立
昭
和
病
院
）
／
７
月　

日
貍

３０

午
後
２
時　

分
〜
４
時
／
「
大

３０

腸
が
ん
の
内
視
鏡
的
治
療
〜
早

期
発
見
す
れ
ば
お
な
か
を
切
ら

ず
に
治
せ
ま
す
〜 
」 ：

浦
牛
原
幸

治
、「
大
腸
が
ん
の
外
科
治
療

〜
小
さ
な
傷
で
体
に
優
し
い
腹

腔
鏡
下
大
腸
が
ん
手
術 
〜
」 

：

板
橋
哲
也
、「
寝
た
き
り
に
な
ら

な
い
た
め
ロ
コ
モ
予
防
」：

西
野

敏
温
／
■場
ル
ネ
こ
だ
い
ら
／
申

込
不
要
／
■問
 

公
立
昭
和
病
院
医

事
課　

―　

―
０
０
５
２

０４２

４６１

□
放
送
大
学　

月
入
学
生
募
集

１０

／
放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
等
の
放

送
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用

し
て
授
業
を
行
う
通
信
制
の
大

学
で
す
。
心
理
学
・
福
祉
・
経

済
・
歴
史
・
文
学
・
自
然
科
学

な
ど
幅
広
い
分
野
を
学
べ
ま
す

／
出
願
期
限

：

第
１
回
は
８
月

　

日
、
第
２
回
は
９
月　

日
（
大

３１

２０

学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
受
付
可
）

／
■問
 

放
送
大
学
東
京
多
摩
学
習

セ
ン
タ
ー　

―　

―
３
４
６
７

０４２

３４９

☆ むこうはら児童館　�042-563-1858 ☆
□七夕飾り作り／幼児以上／７月５日午後２時３０
分～４時
□水あそび／乳幼児／７月１３日午前１０時４５分～１１
時３０分／水遊び用おむつ、ぬれてもよい服（水着
可）
□卓球教室／小学生／７月１４日午後２時～４時
□わくわく☆むこじどランド／幼児以上／７月２０
日午後１時３０分～３時３０分／２３０人／申込受付は
７月１６日まで。
□むこじど広場（ぬりえ王をめざそう）／幼児以
上／７月２８日午前１０時～午後４時
☆ きよはら児童館　�042-565-6021 ☆
□たなばた飾り制作／小学生／７月１日～５日午
後２時～４時３０分
□こぐまちゃんこうえん（大型遊具等で自由に遊
ぶ）／乳幼児／７月１２日午前１０時３０分～１１時３０分
□工作教室（ドアチャイムを作ろう！）／小学２
年生以上／７月１３日午後３時～４時３０分／１８人
（申込順）／申込受付は７月１日から。
□えほんのもり（絵本の読み聞かせ）／小学生以
上／７月１９日午後３時～３時３０分
☆ ならはし児童館　�042-562-3600 ☆
□スポーツ教室（ユニホック）／小学２年生以上
／７月７日午後４時～４時４５分
□ちびっこ広場（夏のあそび）／乳幼児／７月１３
日午前１０時３０分～１１時３０分／水着または水遊び用
おむつ、着替え、タオル、着替えを入れる袋
□工作教室（マリンドームを作ろう）／小学２年
生以上／７月１３日午後３時～４時３０分／１５人／２０
円／申込受付は７月８日まで。
□ウォーターバトル／小学生以上／７月２０日午後
１時５０分～３時３０分／サンダル、着替え、タオル、
着替えを入れる袋／当日に受け付けます。
☆ なんがい児童館　�042-567-2441 ☆
□七夕飾りをつくろう／小学生以上／７月６日・
７日午後２時３０分～４時３０分／６日は飾り作り、
７日は絵本の読み聞かせ・飾り作りと飾り付け
□こまめちゃん（七夕を楽しもう）／乳幼児／７
月７日午前１０時３０分～１１時１５分
□ち び っ こ あそべるday ／ 乳幼児／ ７ 月１２日午前１０
時～正午
□こつぶちゃん（０歳児お母さんたちの交流の場）
／１歳未満／７月１４日午前１０時３０分～１１時３０分
☆ さくらがおか児童館 �042-567-2237 ☆
□七夕かざり／幼児以上／７月６日午後３時３０分
～４時／みんなで飾りつけた笹を東大和南公園へ
持って行きます。
□かんたんクッキング（春巻チョコパイ）／小学
生以上／７月１３日午後３時１５分～４時１５分（受付
は午後４時まで）／２０円／手拭きタオル、水筒／
当日受付のため、材料がなくなりしだい終了で
す。必ず保護者に確認してから参加してください。
☆ かみきただい児童館 �042-567-2884 ☆
□ちびっこワールド（七夕を楽しもう）／５歳ま
での乳幼児／７月１日午前１０時３０分～１１時１５分
□七夕飾り作り／幼児以上／７月６日午後２時～
４時
□すくすくクラブ（応急救護）／５歳までの乳幼
児／７月８日午前１０時３０分～１１時３０分／２０組／申
込受付は７月２日から。
□お楽しみ会（南極・北極科学館と立川防災館に
行こう）／小学生／７月２３日午前１０時２０分～午後
４時／２０人／２６０円（モノレール代往復）／７月２
日から申請書を配布します。
※定員制の行事は３日前までに申込みを（申込順。
定員になり次第締め切り）。受付時間は月～土
曜日の午前１０時～午後６時（祝日は除く）。

※乳児・幼児は保護者の付き添いが必要です。

※
凡
例　

■場
場
所
、
■講
 

講
師
、

■費
 

費
用（
記
載
の
な
い
も
の
は
無
料
）、

■入
 

入
会
金
、
■月
 

月
会
費
、
■持
 

持

ち
物
、
■問
 

問
合
せ
、
■申
 

申
込
み

���������������������������������������������������

休日急患診療所 

科目　内科・小児科  受付　午前10時～11時45分 
場所　休日急患診療所 時間　午後1 時～ 3時45分 

（立野1-1034-2） 電話　042-564-8181
※保険証や○乳医療証等をお持ちの方はご持参ください。 
※お薬は原則１日分の処方です。 
※レントゲンや血液検査は行っていません。 
※駐車場は子ども家庭支援センター等駐車場をご利用ください。 

日曜日と祝日の急患診療を行います 
(入院を必要としない軽症の初期救急) 

 

節水にご協力ください 東京都の水道水源の8 割を占める利根川水系のダム群の貯水量が急激に減少しています。皆様には、このような厳しい状況を
ご理解いただき、節水にご協力をお願いします／問合せ　東京都水道局多摩お客様センター� 042-548-5110 へ
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風
に
吹
か
れ
て
揺
れ
る
葉
っ

ぱ
。
カ
マ
キ
リ
の
子
（
幼
虫
）

も
い
っ
し
ょ
に
ユ
ラ
ユ
ラ
。

　

子
と
い
っ
て
も
、
そ
の
姿
は

す
っ
か
り
親
の
よ
う
。
違
う
の

は
大
き
さ
と
、
ま
だ
は
ね
が
生

え
て
い
な
い
こ
と
く
ら
い
。

　

と
こ
ろ
で
、『
か
ま
き
り
の
ち

ょ
ん
』（
得
田
之
久
さ
く
・
え
）

と
い
う
絵
本
を
知
っ
て
い
ま
す

か
？
ち
ょ
ん
と
い
う
名
の
か
ま

き
り
が
、
テ
ン
ト
ウ
ム
シ
や
ア

リ
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
虫
に
出

会
っ
た
り
、
大
き
な
バ
ッ
タ
を

捕
ま
え
た
り
し
ま
す
。

　

風
に
吹
か
れ
る
カ
マ
キ
リ
の

子
。
ち
ょ
ん
の
よ
う
に
、
虫
を

襲
う
イ
メ
ー
ジ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

で
も
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

かまきりのちょん

お問合せ　郷土博物館
� ０４２- ５６７- ４８００

〈カマキリの子〉

　市立第九小学校体育館で行われた、わんぱく
相撲東大和場所に１６０人以上の小学生が参加し、
優勝を目指しました。大会当日の５月２２日は、
例年より約２倍となる参加者が出場しました。
取り組みでは土俵際の攻め合いや、がっぷり組
んだ一番に、大相撲のような盛り上がりをみせ
ました。また、会場に集まった保護者の皆さん
も、懸命にがんばる「ちびっこ力士」に大きな
声援をおくっていました。

あ な た の ま ち か ら
まちの話題をお寄せください。
問合せ　秘書広報課・内線1412まで。

　都立東大和高校の女子ハンドボール部が、予
選を勝ち抜き、６月に開催された第６２回関東
高等学校ハンドボール選手権大会に進出しまし
た。同部部長の城所里帆さんは「予選は、勝て
てよかったという安心感が強かったです。関東
大会では想像以上に自分たちの力が出せまし
た」と語ってくれました。また、キャプテンの飯
塚奈々さんは「試合中は何も考えず『やらなき
ゃ！』という気持ちでした。後輩には、自分た
ちが越えられなかった４強の私立高校に勝って
ほしいです」と新チームへの期待を込めました。

�東大和高校の女子ハンドボール部が
　関東大会へと勝ち進みました
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全
国
各
地
で
先
祖
の
霊
を
祀
る

一
連
の
伝
統
行
事
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

東
大
和
市
内
の
「
お
盆
」
も

７
月
中
旬
か
ら
８
月
中
旬
に
行

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
時
期
や
行

事
の
内
容
な
ど
、
地
域
や
家
庭

ご
と
に
、
代
々
受
け
継
が
れ
て

き
た
様
々
な
風
習
や
習
慣
が
あ

る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

　

夏
に
は
こ
の
他
に
も
、

「
七
夕
」
や「
夏
祭
り
」
な
ど
、

地
域
に
根
ざ
し
た
行
事
が
あ

り
ま
す
。
そ
れ
ら
の
由
来
や

意
味
を
理
解
す
る
こ
と
で
、

改
め
て
、
郷
土
へ
の
誇
り
が

心
の
底
か
ら
あ
ふ
れ
、
今
あ

る
こ
と
に
感
謝
す
る
気
持
ち

が
表
わ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
先
人
た
ち

が
守
り
続
け
て
き
た
有
形
無

形
の
文
化
を
大
切
に
し
、
次

の
世
代
に
確
実
に
引
き
継
い

で
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

夏
に
行
わ
れ
る
日
本
古
来

の
行
事
の
一
つ
に
、「
お
盆
」

が
あ
り
ま
す
。全
国
的
に
は
、

８
月　

日
前
後
に
行
わ
れ
て

１５

い
る
よ
う
で
、
こ
の
時
期
に

あ
わ
せ
て
故
郷
に
帰
省
す
る

方
々
も
多
く
い
ら
れ
ま
す
。

　

地
域
に
よ
っ
て
時
期
は
異

な
る
も
の
の
、
毎
年
、
概
ね

７
月
か
ら
８
月
に
か
け
て
、
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市
長
コ
ラ
ム
 

〜
郷
土
の
行
事
〜
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 

東
大
和
市
長
　
尾
崎
保
夫

【郷土博物館で開催中】
プラネタリウムこども
番組「妖怪ウォッチ
プラネタリウムは星と
妖怪がいっぱい！」、一
般番組「宇宙への旅～
FROM EARTH TO THE 
UNIVERSE」（ともに９
月１１日まで）
９日～８月３１日
　　　市民プール（７

月９日は無料開
放日）

１０日　参議院議員選挙
投票日

２３日　みのり福祉園納
涼祭

３１日　東京都知事選挙
投票日

今 月 の 相 談

△

法律相談／毎週金曜日、午前９時～正午△

人権身の上悩みごと相談／２１日 （木）、午前９時３０
分～正午△

税務相談／２１日 （木）、午後１時～４時△

登記相談／２１日 （木）、午後１時～４時△

行政苦情相談／２８日 （木）、午前９時３０分～正午△

交通事故相談／２８日 （木）、午後１時３０分～４時△

不動産取引相談／１４日 （木）、午前９時～正午△

行政手続相談／１４日 （木）、午後１時～４時
※以上予約制／秘書広報課・内線１４１３まで。△

市民相談／月～金曜日、午前８時３０分～午後５
時／秘書広報課・内線１４１３△

多重債務相談／１３日 （水）、午後１時～４時（８日
（金）までに要予約）／消費生活センター（市民生活
課）・内線１７１３△

消費生活相談／毎週月・火・水・金曜日、午前１０
時～午後４時（予約優先）／市民生活課・内線１７１３△

男女共同参画相談／月～金曜日、午前９時～午後
５時（予約制）／市民生活課・内線１７１５△

子育て総合相談／月～土曜日、午前９時～午後
５時／子ども家庭支援センター�０４２－５６５－３６５１△

少年の非行等相談（専門）／２８日 （木）、午後１時～
３時（予約制）／ 子ども家庭支援セ ン タ ー�０４２－５６５
 － ３６５１△

ひとり親・女性相談／月～金曜日、午前９時～
午後４時（予約制）／子育て支援課・内線１７６４△

福祉なんでも相談／月～金曜日、午前９時～午
後５時／社会福祉協議会�０４２－５64－0012△

教育相談／月～金曜日、午前１０時～午後５時／
さわやか教育相談室�０４２－５６２－７９１１△

職業相談／月～金曜日、午前９時～午後５時／
東大和就職情報室（市役所５階）・内線１１９４△

高齢者相談、高齢者虐待・養護者支援相談／月
～土曜日、午前９時～午後５時、電話相談はいつ
でも可／高齢者ほっと支援センターいもくぼ�
０４２－５６３－８７７７・きよはら�０４２－５９０－１１３８・な
んがい�０４２－５６６－８１３３△

障害者（身体・知的）相談／毎週水曜日午前９時～
正午（予約制）／社会福祉協議会�０４２－５６４－００１２
〔相談名／日時／場所／連絡先の順に掲載〕

�はっけよい！のこった！のこった！
　九小でわんぱく相撲東大和場所

　市役所１階市民ロビーで５月１４日～６月１０
日の間、環境パネル・ポスター展が行われまし
た。パネル展では、環境に関する市の様々な取
り組みや地球温暖化・省エネ対策などを紹介。
ポスター展では、市内小学校の４年生（平成２７
年度）から募集したポスターの入選作品を展示
しました。ポスターには「地球にやさしい水の
つかい方をしよう」「世界一キレイな市を目指そ
うよ」といったメッセージが書かれていました。

�自然を大切に思うきっかけに
　環境パネル・ポスター展

防災行政無線自動音声応答サービス 防災行政無線で放送した最新の内容を最大 3時間後まで電話（� 042-563-2411）で確認することがで
きます（チャイム、サイレン、下校時の見守り放送は除く）／問合せ　防災安全課・内線 1352 まで


